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解
説 

― 

ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
と
民
主
主
義
と
の
関
係 

  

こ
こ
に
訳
出
し
た
の
は
、
ザ
ー
シ
ャ
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
教
授
に
よ
る
同
名

の
著
書
『民
主
主
義
の
精
神
に
基
づ
く
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ムA

u
s d

em
 

G
eist 

d
er 

D
em

o
k

ra
tie: 

B
ed

in
g

u
n

g
slo

ses 
G

ru
n

d
- 

ein
k

o
m

m
en

』(H
u

m
a

n
ities O

n
lin

e

社
、201

5

年)

か
ら
の
部
分
訳

で
あ
る
。 

著
者
の
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
は
、
一
九
六
七
年
生
ま
れ
で
、
二
〇
〇
一
年

に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
博
士
号
（
社
会
学
）
を
取
得
し
、
二
〇
一
三

年
か
ら
ド
イ
ツ
・ボ
ン
近
郊
に
あ
る
ア
ラ
ナ
ス
大
学
に
お
い
て
哲
学
・美
学

教
育
の
教
授
に
就
任
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
氏
は
二
〇
〇
三
年
に
創

設
者
の
一
人
と
し
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
（
市
民
組
織
）
「
完
全
雇
用
の
代
わ

り
に
自
由
をF

reih
eit sta

tt V
o

llb
esch

ä
ftig

u
n

g
!

」を
立
ち
上
げ
て

以
来
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
研
究
と
啓
蒙
活
動
を

独
自
の
視
点
か
ら
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。 

著
書
『民
主
主
義
の
精
神
に
基
づ
く
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
』
は
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
論
争
の
論
点
を
学
術
的
な
方
法
論

に
従
っ
て
体
系
的
に
叙
述
し
た
も
の
で
は
な
な
い
。
収
録
さ
れ
て
い
る
諸

論
考
は
、
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
「
完
全
雇
用
の
代
わ
り
に
自
由
を
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
の
ブ
ロ
グ
等
で
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
そ
の
時
々
の
時
事
問
題
や

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
批
判
者
へ
の
反
批
判
と
し
て
折
り
に
ふ
れ
て
氏
が

公
表
し
た
文
章
を
時
系
列
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
し
、
さ
ら
に

二
〇
一
五
年
現
在
の
視
点
か
ら
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
過
去
十
年

に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
論
争
で
の
争
点
や
、
批
判
者

論
文 

民
主
主
義
の
精
神
か
ら
見
た
無
条
件
基
本
所
得 

ザ
ー
シ
ャ
・リ
ー
バ
ー
マ
ン
（ア
ラ
ナ
ス
大
学
） 

（解
説
・訳
：別
所
良
美
） 
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の
み
な
ら
ず
擁
護
者
に
お
け
る
隠
さ
れ
た
前
提
を
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
の

視
点
か
ら
批
判
的
に
解
析
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
に
含
ま
れ

る
多
様
な
諸
論
考
は
、
「
民
主
主
義
、
共
同
体
、
市
民
」
、
「
家
族
、
子
供
、

介
護
」
、
「
教
育
課
程
と
教
育
制
度
」
、
「
経
済
」
、
「
尊
厳
、
公
共
の
福
祉

と
規
範
的
理
想
」
と
い
う
五
つ
の
テ
ー
マ
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ

に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
議
論
の
多
様
性
と
問
題
性
が
眺
望
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
多
様

な
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
議
論
を
民
主
主
義
の
基
本
原
理
か
ら
批
判
的

に
読
み
解
く
と
い
う
本
書
の
主
題
を
最
も
直
接
に
論
じ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
部
分
を
選
ん
だ
。 

と
は
い
え
、
多
様
で
複
雑
な
ド
イ
ツ
の
論
争
状
況
の
中
で
生
ま
れ
た

本
書
の
、
し
か
も
部
分
訳
だ
け
で
は
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン

カ
ム
論
の
真
意
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ド
イ
ツ
で

の
論
争
の
社
会
的
背
景
と
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
の
理
論
的
立
場
の
特
徴
に
つ

い
て
概
説
を
試
み
て
お
き
た
い
。 

ド
イ
ツ
に
お
い
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
社
会
・
経
済
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
の
拙
稿
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
（
別
所
良
美 

(2
0

1
2

)

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ

ン
カ
ム
」
、
名
古
屋
哲
学
研
究
会
編
『
哲
学
と
現
代
』
第
２
７
号
、

p
.8

0
-9

6

）
。
こ
こ
で
は
要
点
だ
け
を
述
べ
る
。
労
働
市
場
の
自
由
化
政
策

に
よ
っ
て
雇
用
を
増
大
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
新
自
由
主
義
的
な
政
策

提
案
が
二
〇
〇
二
年
に
ハ
ル
ツ
委
員
会
答
申
と
し
て
出
さ
れ
、
ド
イ
ツ

政
府
は
答
申
内
容
を
二
〇
〇
三
年
か
ら
段
階
的
に
法
律
（
ハ
ル
ツⅠ

、

Ⅱ

、Ⅲ

、Ⅳ

）
と
し
て
実
施
し
た
。
特
に
社
会
保
障
制
度
改
革
を
め
ざ
す

ハ
ル
ツⅣ

法
（
二
〇
〇
五
年
一
月
施
行
）
の
諸
規
定
が
、
失
業
者
に
労
働

市
場
へ
の
参
入
を
強
制
し
、
人
間
的
尊
厳
と
自
由
を
抑
圧
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
反
発
と
不
満
が
ド
イ
ツ
市
民
の
間
に
広
が
り
、
ハ
ル
ツ
法
に
対

す
る
対
抗
理
念
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
こ

の
社
会
的
な
関
心
を
喚
起
し
た
中
心
人
物
が
ゲ
ッ
ツ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
氏
で

あ
る
が
、
氏
に
関
し
て
は
、
彼
の
著
書
の
翻
訳
が
二
〇
〇
七
年
に
『
ベ
ー

シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム 

― 

基
本
所
得
の
あ
る
社
会
へ』（原
書2

0
0

6

年
）が
、

二
〇
〇
九
年
に
『
す
べ
て
の
人
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を 

― 

基
本
的

人
権
と
し
て
の
所
得
保
障
に
つ
い
て
』
（原
書

2
0

07

年
）が
日
本
で
も
出

版
さ
れ
た
こ
と
で
か
な
り
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
氏
を

中
心
と
す
る
イ
ニ
シ
ヤ
テ
ィ
ヴ
「
未
来
へ
の
企
て
」
と
理
念
を
共
有
し
て
連

携
し
て
活
動
し
て
き
た
の
が
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
の
イ
ニ
シ
ヤ
テ
ィ
ヴ
「
完
全

雇
用
の
代
わ
り
に
自
由
を
」
で
あ
る
。
両
組
織
に
共
通
す
る
の
は
、
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
、
人
間
を
自
由
で
自
律
的
な
主
体
と
み
な
す
人
間

観
の
問
題
と
し
て
、
そ
し
て
ま
た
、
人
権
と
尊
厳
を
尊
重
し
合
う
民
主

的
な
市
民
共
同
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
点
に
あ
る
。 
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し
か
し
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
氏
や
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
理

解
が
ド
イ
ツ
で
理
解
さ
れ
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
本

翻
訳
を
一
瞥
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
が
論
争
の
中

で
格
闘
し
て
い
る
の
は
、
多
く
の
論
者
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
を
論
じ
る

場
合
の
誤
解
に
対
し
て
で
あ
る
。
そ
の
誤
解
と
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム

を
現
代
社
会
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
〈
手
段
〉
と
理
解
し
、

そ
の
〈
手
段
〉
の
有
効
性
を
各
論
者
が
依
拠
す
る
価
値
観
・
目
的
表
象
か

ら
評
価
す
る
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
が
論
点
と
し
て
浮
上
し
た
社
会
的
背
景
は
二

〇
〇
三
年
に
始
ま
っ
た
ハ
ル
ツ
改
革
と
い
う
労
働
市
場
の
自
由
化
政
策
で

あ
っ
た
が
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
い
う
制
度
提
案
は
現
代
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
結
び
付
く
。
そ
の
た
め
議
論
は
多
岐
に
亘
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
際
の
議
論
は
通
常
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
い
う
政
策

手
段
が
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
が
暗
黙
の
前
提
と
し
て
抱
く
価
値
観
に
照
ら

し
て
善
い
か
悪
い
か
を
価
値
判
断
す
る
と
い
う
形
態
を
と
る
。
例
え
ば
、

稼
得
労
働
が
人
間
の
社
会
的
本
質
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
と
っ
て
は
、

無
条
件
に
与
え
ら
れ
る
基
本
所
得
に
よ
っ
て
人
間
が
働
か
な
い
怠
け
者

に
な
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
は
悪
し
き
政
策
手

段
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
費
用
の
家
庭
内
分
配
が
家
族
の
絆
の
基
盤
で

あ
る
と
す
る
立
場
に
と
っ
て
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
が
未
成
年
の
子

供
も
含
め
個
人
単
位
で
給
付
さ
れ
る
と
、
家
族
の
解
体
を
引
き
起
こ
す

と
危
惧
さ
れ
、
悪
し
き
政
策
と
見
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
教
育
へ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
最
終
的
に
は
就
職
と
所
得
の
獲
得
で
あ
る
と
考
え
る
立

場
に
と
っ
て
は
、
就
職
と
所
得
へ
の
強
迫
観
念
を
取
り
除
く
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
は
、
勉
学
意
欲
を
消
失
さ
せ
、
教
育
を
崩
壊
さ
せ
る
悪
し
き

政
策
と
な
る
。
あ
る
い
は
、
失
業
と
生
活
へ
の
不
安
の
み
が
３
Ｋ
（
キ
ツ
イ
・

汚
い
・
危
険
な
）
仕
事
を
人
間
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
と
考
え
る
立
場
に

と
っ
て
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
導
入
は
人
々
に
３
Ｋ
仕
事
を
回
避

さ
せ
、
３
Ｋ
職
種
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
国
家
の
産
業
構
造
を
崩
壊

さ
せ
る
悪
し
き
政
策
と
な
る
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
す
る
単
な
る
政
策
〈
手

段
〉
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
論
ず
る
場
合
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ

ム
反
対
者
は
も
ち
ろ
ん
賛
成
者
や
共
感
者
で
あ
っ
て
も
、
各
論
者
が
暗

黙
の
裡
に
前
提
す
る
価
値
観
や
目
的
表
象
そ
の
も
の
は
議
論
や
反
省
の

対
象
と
は
な
ら
な
い
。
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
が
格
闘
す
る
の
は
こ
の
「
誤
解
」

で
あ
る
。
氏
に
と
っ
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
は
既
存
の
価
値
や
目
的

を
実
現
す
る
た
め
の
単
な
る
〈
手
段
〉
で
は
な
く
、
既
存
の
価
値
観
・
目

的
観
を
批
判
的
に
再
吟
味
し
て
、
人
間
の
生
に
と
っ
て
価
値
を
持
ち
目

的
と
す
べ
き
も
の
は
何
か
を
再
考
さ
せ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
本
来
の
「
人

間
観

M
en

sch
en

b
ild

」
を
解
明
す
る
こ
と
を
促
す
一
つ
の
「
挑
戦
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H
era

u
sfo

rd
eru

n
g

」
を
喚
起
す
る
概
念
で
あ
る
。
自
己
の
生
存
と
共

同
体
へ
の
参
加
の
基
盤
を
保
障
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
を
無
条
件
に

与
え
ら
れ
た
人
間
が
そ
の
自
由
な
活
動
に
よ
っ
て
何
に
価
値
と
目
的
を

見
出
す
か
の
か
と
い
う
人
間
観
こ
そ
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
が
わ
れ
わ
れ

に
挑
戦
と
し
て
突
き
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。 

と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け
で
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
が
単
な
る
ユ
ー
ト
ピ

ア
思
想
、
現
実
乖
離
の
夢
想
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
そ
こ
で

リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
が
持
ち
出
す
現
実
的
な
参
照
軸
が
、
現
に
我
々
が
生

き
て
い
る
民
主
義
社
会
で
あ
り
、
そ
の
原
理
を
明
示
す
る
憲
法
で
あ
る
。

現
に
正
当
性
を
有
す
る
憲
法
の
原
理
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
基

礎
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
氏
の
別
の
論
考
「
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
の
人
間
観
」(L

ieb
erm

a
n

n
 

2
01

2
c)

を
参
照
し
て
簡
単
に

述
べ
て
お
き
た
い
。 

日
本
も
民
主
主
義
国
家
で
あ
り
、
憲
法
の
前
文
で
「
主
権
が
国
民
に

存
す
る
こ
と
」が
宣
言
さ
れ
、
象
徴
天
皇
制
を
基
礎
づ
け
る
た
め
と
は
い

え
、
第
一
条
で
「
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
」
と
い
う
文
言
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
十
一
条
で
は
「
基
本
的
人
権
は
，
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
」
と
明
言
さ
れ
、
第
二
五
条
で
は
「
す
べ
て
国
民

は
，
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と

ま
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
憲
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
国
民
の
基

本
的
人
権
と
生
活
権
を
保
障
す
る
主
権
在
民
の
民
主
主
義
国
家
で
あ

る
。
同
様
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
〔
＝
憲
法
〕
も
冒
頭
第
一
条

で
「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
り
、
そ
れ
を
尊
重
し
保
護
す
る
こ
と
は

国
家
権
力
の
義
務
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
人
間
の
尊
厳
の
内
容
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
基
本
権
に
つ
い
て
そ
の
後
述
べ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
も
人
間
の
尊

厳
と
基
本
権
を
尊
重
す
る
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
。 

し
か
し
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
が
、
人
間
の
尊
厳
や

基
本
権
の
規
定
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
直
接
引
き
出
し
て
い
な
い

点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
尊
厳
と
基
本
的
人
権
が
憲
法
で
は
国
家
権
力

の
保
護
対
象
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ

ム
を
導
出
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
国
家
か
ら
の
恩
寵
・
施
し
で
あ
る
よ
う

な
誤
解
を
生
む
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
氏
は
ド
イ
ツ

基
本
法
の
第
二
〇
条
二
項
「
す
べ
て
の
国
家
権
力
は
国
民
に
由
来
す
る
」

と
い
う
規
定
を
重
視
す
る
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
国
家
の
中
心
的
な
政
治
原

理
で
あ
り
、
「国
民
主
権V

o
lk

sso
u

v
erä

n
itä

t

」を
表
現
し
て
い
る
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

 

「
主
権
者
、
国
民
を
構
成
す
る
の
は
国
家
市
民
で
あ
り
、
国
家
市

民
が
あ
ら
ゆ
る
権
利
の
無
条
件
の
担
い
手
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

れ
ら
の
権
利
の
付
与
は
い
か
な
る
代
償
行
為
と
も
結
び
つ
い
て
い
な
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い
。
」(L

ieb
erm

an
n

 2
01

2
c: 14

) 

 
氏
が
強
調
す
る
の
は
、
市
民
が
主
権
者
で
あ
る
こ
と
の
無
条
件
性
で

あ
り
、
主
権
者
性
が
「
い
か
な
る
代
償
行
為
と
も
結
び
つ
い
て
い
な
い
」
点

で
あ
る
。
主
権
者
と
し
て
の
市
民
の
無
条
件
性
こ
そ
が
民
主
主
義
国
家

の
基
盤
で
あ
り
前
提
だ
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
国
家
権
力
が

国
家
市
民
に
由
来
す
る
と
す
る
の
が
民
主
主
義
の
原
理
で
あ
る
な
ら
ば
、

国
家
権
力
が
あ
ら
か
じ
め
主
権
者
市
民
の
資
格
条
件
を
規
定
し
て
、
そ

の
条
件
を
満
た
す
人
間
の
み
主
権
者
で
あ
る
と
い
う
市
民
権
を
与
え
る

こ
と
は
、
民
主
主
義
の
原
理
に
矛
盾
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
論
理
と

し
て
は
主
権
者
市
民
の
存
在
以
前
に
、
国
家
権
力
は
存
在
し
え
な
い
と

し
、
国
家
権
力
に
と
っ
て
主
権
者
市
民
は
無
条
件
の
前
提
だ
と
す
る
の

が
民
主
主
義
の
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
民
主
主
義
の
歴
史
は
、
そ
の
原
理

が
制
度
の
中
に
徐
々
に
具
体
化
さ
れ
て
ゆ
る
歴
史
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
民
主
主
義
制
度
の
歴
史
は
、
資
産
と
身
分
に
制
限
さ
れ
た
選

挙
権
か
ら
成
年
男
子
の
普
通
選
挙
権
、
男
女
平
等
の
参
政
権
へ
と
発
展

し
て
き
た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
市
民
が
主
権
者
で
あ
る
こ
と
の
無
条
件

性
が
完
全
に
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
稼
得
労
働
に
就
い
て
い
な
い

失
業
者
は
せ
い
ぜ
い
二
流
市
民
で
あ
り
、
本
来
の
市
民
に
な
る
べ
く
就
労

す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
強
制
さ
れ
る
。
就
労
を
主
権
者
市
民
で
あ
る
こ

と
の
条
件
と
し
て
要
求
す
る
社
会
規
範
〔
＝
労
働
社
会
の
規
範
〕が
、
現

代
の
民
主
主
義
制
度
の
内
部
で
も
、
そ
の
理
念
に
反
し
て
支
配
し
て
い
る
。

福
祉
国
家
制
度
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
、
労
働
市
場
の
自
由
化
が
進
展
す
る

現
代
の
危
機
的
状
況
の
根
底
に
潜
ん
で
い
る
の
は
、
民
主
主
義
国
家
の

理
念
に
反
す
る
労
働
社
会
の
規
範
の
根
深
さ
な
の
で
あ
る
。
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
に
関
す
る
議
論
が
紛
糾
し
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
に
反
対

し
、
懐
疑
を
表
明
し
、
留
保
す
る
態
度
が
（旧
来
の
右
派
と
左
派
、
保
守

派
と
進
歩
派
に
関
わ
り
な
く
）
社
会
に
広
が
っ
て
い
る
の
は
、
民
主
主
義

国
家
の
理
念
を
見
誤
り
、
労
働
社
会
の
規
範
に
多
く
の
人
々
が
と
ら
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
誤
解
を
解
く
こ
と
が
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
の
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
の
中

心
課
題
で
あ
る
。
彼
は
二
〇
〇
六
年
に
公
表
し
た
論
考
「
自
由
を
可
能

に
し
、
共
同
体
を
強
化
す
る
」(L

ieb
erm

a
n

n
 

2
00

6
)

に
お
い
て
既
に
次

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
我
々
の
民
主
主
義
国
家
の
憲
法

理
念
が
「
市
民
は
政
治
的
秩
序
の
正
当
性
の
源
泉
で
あ
る

B
ü

rg
er 

sin
d

 
d

ie 
Q

u
elle 

ih
rer 

[d
er 

p
o

litisch
en

 
O

rd
n

u
n

g
] 

L
eg

itim
a

tio
n

」
と
明
言
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
の
論
争
を
見

れ
ば
、
「
完
全
雇
用
の
要
請
が
公
的
な
議
論
を
支
配
し
て
」

(L
ieb

erm
a

n
n

 20
06

: 1
03

⁄1
62

)

お
り
、
「労
働
が
最
高
の
目
的A

rb
eit 

ist d
er h

ö
ch

ste Z
w

eck

」(ib
id

. 10
4

⁄1
63

)

と
い
う
観
念
に
社
会
は
な
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お
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
現
に
存
在
す
る
我
々
の
民
主
主
義
国
家
の
理
念

は
主
権
者
市
民
の
絶
対
性
と
無
条
件
性
を
規
定
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
同
時
に
我
々
は
市
民
の
主
権
者
性
に
稼
得
労
働
と
い
う
条
件
を
課

し
続
け
る
と
い
う
自
己
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
自
己
矛
盾
を

暴
き
出
す
の
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
概
念
な
の
で
あ
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
は
、
特
定
の
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
つ
の
政
策
〈
手

段
〉
モ
デ
ル
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
民
主
主
義
の
理
念
と
労
働
社
会
の
規

範
と
の
矛
盾
を
開
示
し
、
主
権
者
市
民
の
無
条
件
性
、
む
し
ろ
そ
の
目

的
自
体
性
を
気
づ
か
せ
る
概
念
な
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
訳
出
し
た
最
初
の
エ
ッ
セ
ー
の
表
題
は
「基
本
所
得
の
人
間
観
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
も
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
民
主
主
義

の
理
念
に
真
に
対
応
し
て
い
る
の
が
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
人
間
観
」

で
あ
り
、
こ
の
人
間
観
と
労
働
社
会
の
人
間
観
（
稼
得
労
働
を
人
間
に

強
制
し
自
由
を
奪
う
人
間
観
）
と
の
戦
い
が
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
論

争
の
根
本
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
根
本
性
格
を
有
す
る
論
争
が
ド
イ
ツ

社
会
の
現
状
の
中
で
ど
の
よ
う
な
多
様
な
議
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き

た
か
の
一
端
を
こ
こ
に
訳
出
さ
れ
た
リ
ー
バ
ー
マ
ン
氏
の
文
章
が
紹
介
す

る
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
民
主
主
義
に
関
す

る
議
論
が
発
展
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

別
所
良
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翻
訳
「民
主
主
義
の
精
神
か
ら
見
た
無
条
件
基
本
所
得
」 

ザ
ー
シ
ャ
・リ
ー
バ
ー
マ
ン
（ア
ラ
ナ
ス
大
学
） 

 

基
本
所
得
の
人
間
観 

(S
.1

5
-18

)

 (1) 

 

基
本
所
得
(2)

の
人
間
観
と
は
民
主
主
義
の
人
間
観
で
あ
る(L

o
er 

2
0

09
, L

ieb
erm

a
n

 20
12

c)
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
（憲

法
）
を
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
公
の
議

論
で
は
、
無
条
件
基
本
所
得
が
前
提
す
る
人
間
観
が
問
題
に
さ
れ
る
と

き
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
遠
い
未
来
の
事
で
あ
る
と
か
、
新
た
に
発
見
さ
れ

る
べ
き
何
か
で
あ
る
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
れ
る
。 

無
条
件
基
本
所
得
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
頻
繁
に
出
く
わ
す
問
い

が
あ
る
。
〈
い
っ
た
い
人
間
は
す
で
に
そ
れ
ほ
ど
進
化
し
て
い
る
の
か
？
〉

〈
Ｂ
Ｉ
導
入
が
可
能
と
な
る
以
前
に
、
ま
ず
準
備
段
階
が
必
要
で
は
な
い

の
か
？
〉
と
い
っ
た
問
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ヴ
ォ
ル
ガ
ン
ク
・
エ
ン
ク
ラ

ー(W
o

lfg
a

n
g

 E
n

g
ler)

を
は
じ
め
と
す
る
Ｂ
Ｉ
支
持
者
た
ち
な
ど
も
、

Ｂ
Ｉ
を
教
育
義
務
〔
Ｂ
Ｉ
に
相
応
し
い
人
間
に
成
熟
す
る
た
め
の
教
育
を

受
け
る
義
務
(3)

〕
と
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
明
言
し
て
い
る

(M
ik

a
/

R
ein

eck
e 2

00
6)

。
他
の
人
び
と
は
、
「社
会
」が
Ｂ
Ｉ
に
「慣
れ

る
」
た
め
の
移
行
期
間
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る(W

elter 
2

0
14

)

。
さ
ら

に
別
の
人
々
、
例
え
ば
ク
リ
ス
ト
フ
・
ブ
ッ
タ
ー
ベ
ッ
ゲ(C

h
risto

p
h

 

B
u

tterw
eg

g
e)(B

u
tterw

eg
g

e 
2

01
3

)

や
ク
ラ
ウ
ス
・
デ
レ(K

la
u

s 

D
ö

rre)(H
essisch

er 
R

u
n

d
fu

n
k

 
2

0
10

)

な
ど
は
、
Ｂ
Ｉ
を
正
し
い
と

考
え
て
は
い
る
が
、
市
民
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
Ｂ
Ｉ
が
悪

用
さ
れ
て
社
会
国
家
制
度
(4)

が
一
層
弱
体
化
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
Ｂ
Ｉ
に
対
す
る
反
応
か
ら
推
察
で
き
る
の
は
、
市
民
は
自

ら
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
他
者
が
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

人
間
観
で
あ
る
。
こ
れ
は
誤
っ
た
進
歩
的
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
云
え
よ
う
。

彼
ら
に
よ
る
と
、
〔
Ｂ
Ｉ
の
導
入
が
、
新
自
由
主
義
的
に
悪
用
さ
れ
、
従

来
の
種
々
の
給
付
金
や
現
物
給
付
が
廃
止
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
、

人
々
が
以
前
よ
り
も
収
入
を
得
る
こ
と
に
汲
々
と
す
る
よ
う
に
な
る
な

ど
〕
社
会
国
家
の
解
体
が
起
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
多
数
派
市
民
に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
民
主
的
正
当
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
代

償
と
し
て
市
民
の
地
位
は
さ
ら
に
弱
体
化
す
る
。
と
い
う
の
も
人
々
が

収
入
を
得
る
た
め
の
時
間
を
増
大
さ
せ
れ
ば
さ
せ
る
ほ
ど
、
共
同
体
の

た
め
の
市
民
参
加(E

n
g

a
g

em
en

t)

が
減
少
す
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
ブ
ッ
タ
ー
ベ
ッ
ゲ
等
の
よ
う
に
、
或
る
提
案
が
悪
用
さ
れ
る
危
険
性

が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
提
案
そ
の
も
の
や
そ
れ
の
間
違
っ
た
実
施

例
に
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
民
主
主
義
に
留
保
を
突
き
付
け
る
態

度
で
あ
り
、
市
民
を
未
成
年
の
・
未
成
熟
な
被
保
護
者
と
見
な
す
態
度
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で
あ
る
と
言
え
る
。 

あ
ら
ゆ
る
理
念
に
は
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が

民
主
的
手
続
き
を
通
し
て
生
じ
、
主
権
者
が
『悪
用
』
に
賛
成
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
も
は
や
単
な
る
悪
用
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン

カ
ム
の
本
来
の
理
念
を
否
定
す
る
決
定
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
民
主
主

義
が
民
主
主
義
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
或
る
特
定
の
考
え
に
沿
っ
た
決
定

を
下
す
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
決
定
が
主
権
者
に
由
来
し
、
主
権
者
に

担
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
人
間
観
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て

何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。 

よ
く
見
か
け
る
上
記
の
よ
う
な
Ｂ
Ｉ
懐
疑
論
を
見
て
み
る
と
、
Ｂ
Ｉ
反

対
論
が
抱
く
人
間
観
は
、
我
々
が
六
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
生
き
て
き

た
民
主
主
義
の
人
間
観
と
明
ら
か
に
一
致
し
な
い
。
愚
か
な
前
提
に
立

ち
、
『
善
良
な
人
間
』
へ
の
希
望
的
幻
想
を
抱
い
て
い
る
の
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
で
は
な
い
。
愚
か
な
の
は
む
し
ろ
、
Ｂ
Ｉ
に
賛
成
で
あ
れ
反
対
で

あ
れ
、
民
主
主
義
の
根
本
を
明
確
に
理
解
し
て
い
そ
う
に
な
い
人
々
の

方
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
彼
ら
は
民
主
主
義
の
根
本
を
善
い
と
考
え

な
い
の
か
も
知
れ
な
い
？
も
し
好
ま
し
い
決
定
が
下
さ
れ
る
場
合
の
み

民
主
主
義
を
望
む
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
民
主
主
義
の
廃
止
を

公
言
す
る
こ
と
に
帰
結
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
ド
イ
ツ
で
の
い
わ
ゆ
る
ミ

ナ
レ
ッ
ト
（
モ
ス
ク
の
尖
塔
）禁
止
に
関
す
る
議
論
や
ス
イ
ス
で
の
「
反
移
民

大
量
流
入
」
国
民
投
票
(5)

な
ど
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る

よ
う
に
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
決
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
国
民
投
票
に

対
す
る
反
対
理
由
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
民
投
票
か
ら
ど
ん

な
危
険
が
生
じ
る
か
わ
か
る
で
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
必
要
と
さ
れ
る
人
間
観
が
問
わ
れ
る
場
合
、
更
に
問
わ
れ
る

べ
き
は
、
こ
の
問
い
で
何
が
意
図
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

問
い
の
意
図
は
、
人
間
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
な
の
か
？
そ
れ
と
も
、
行
為
者
が
そ
の
行
為
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
自
己
像
も
っ
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
我
々
は
自
己
と
他
者
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
か
？
あ
る
い
は

ま
た
、
民
主
主
義
的
な
行
為
で
あ
る
た
め
に
は
正
し
い
人
間
像
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
意
味
さ
れ
て
い
る
の
か
？
つ
ま
り
こ

の
問
い
は
む
し
ろ
心
情
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
か
？ 

現
実
に
私
た
ち
の
共
同
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
私
た
ち
が

実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
で
共
生
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
私
た
ち
は
民
主
主

義
の
中
で
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う
私
た
ち
の
覚
悟
が
な
け

れ
ば
成
立
し
な
い
よ
う
な
民
主
主
義
の
中
で
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
民

主
主
義
に
本
気
で
疑
念
を
抱
く
な
ど
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
人

間
一
般
を
他
律
的
で
未
成
熟
で
操
ら
れ
た
存
在
だ
と
考
え
る
場
合
だ

け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
人
間
に
自
分
の
行
為
に
対
す
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る
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
し
て
、

多
数
の
市
民
が
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
２
１
世
紀
計
画
」(6)

や
六
七
歳
年

金
給
付
開
始
や
、
「
ハ
ル
ツⅣ

」
に
反
対
し
て
い
る
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
多
数
派
意
見
の
形
成
に
つ
い
て
の
誤
解
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
ど
こ
に
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
？

反
対
し
て
い
る
は
ず
の
多
数
派
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
ど
う
し
て
そ
の
よ

う
な
多
数
派
を
見
か
け
な
い
の
か
？
大
抵
の
場
合
、
状
況
を
判
断
す
る

た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
意
見
を
求
め
る
だ
け
で
、

責
任
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
意
見(M

ein
u

n
g

)

と
は
決
断

(E
n

tsch
eid

u
n

g
)

で

は

な

く

、
行

為

に

結

び

付

く

信

念

(Ü
b

erz
eu

g
u

n
g

)

で
も
な
い
。
先
に
述
べ
た
ス
イ
ス
で
の
国
民
投
票
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
実
際
の
投
票
結
果
か
ら
か
な
り

離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
(7)

。
人
間
が
実
際
に
欲
す
る
も
の
は
、
決
断
か
ら

読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
人
間
を
行
為
に
導
く
信
念
を
丹

念
に
調
査
し
て
決
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て

も
社
会
の
実
態
を
明
確
に
反
映
す
る
の
は
国
民
投
票
で
あ
ろ
う
。
国
民

投
票
の
結
果
を
無
視
す
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
。 

人
間
観
と
は
我
々
の
行
為
自
体
の
表
現
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に

我
々
が
自
ら
の
行
為
を
解
釈
す
る
か
と
い
う
我
々
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
か

ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
観
は
行
為
と
重
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、

そ
れ
か
ら
か
け
離
れ
る
場
合
も
あ
る
。
自
分
を
非
常
に
リ
ベ
ラ
ル
だ
と

思
っ
て
い
る
人
間
が
実
際
に
は
独
断
的
な
こ
と
も
あ
り
、
彼
の
行
為
を
見

て
は
じ
め
て
わ
か
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間

観
の
影
響
力
は
大
き
い
。
我
々
が
行
為
す
る
可
能
性
が
現
に
存
在
す
る

こ
と
に
気
づ
く
か
否
か
、
行
為
の
可
能
性
が
そ
も
そ
も
我
々
に
現
れ
る

か
、
そ
れ
と
も
全
く
考
え
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
は
、
人
間
観
に
左
右
さ

れ
る
。
こ
の
こ
と
が
特
徴
的
な
形
で
現
れ
る
場
合
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
一

人
の
「
平
凡
な
取
る
に
足
ら
な
い
人
間
」
が
《
自
分
が
で
し
ゃ
ば
っ
て
も
、

ど
う
せ
誰
も
耳
を
貸
し
て
く
れ
な
い
》
と
言
う
と
す
れ
ば
、
彼
自
身
が

自
分
を
「
取
る
に
足
ら
な
い
人
間
」
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
自
ら

関
与
し
て
物
事
を
変
え
る
可
能
性
は
常
に
存
在
す
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ

ン
カ
ム
論
争
も
そ
の
よ
う
な
事
例
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
今
日
明
日
で
は

何
も
変
わ
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
粘
り
強
さ
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
確
か
に

一
人
で
は
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
だ
か

ら
こ
そ
、
共
に
行
動
す
る
こ
と
を
常
に
必
要
と
す
る
の
が
民
主
主
義
で

あ
る
。
自
分
一
人
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
と
思
い
込
む
の
は
不
遜
な
思

い
上
が
り
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
め
ぐ
る
論
争
の
な
か
で
は
、
人
間
を
未
成
年

化(E
n

tm
ü

n
d

u
n

g
)

さ
せ
る
道
程
が
印
象
的
な
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
道
程
は
、
他
者
の
成
年
性
を
否
定
す
る
人
々
の
エ
リ
ー
ト
主
義



民主主義の精神から見た無条件基本所得（S.リーバーマン、別所訳） 

  

 130 

的
で
尊
大
な
態
度
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
相
手
の
た
め
を

思
っ
て
の
配
慮
か
ら
だ
と
言
い
含
め
る
よ
う
な
態
度
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ

の
点
で
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
批
判
は
ス
イ
ス
で
の
国

民
投
票
に
対
す
る
批
判
に
類
似
し
て
い
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
導
入

の
た
め
の
国
民
投
票
に
向
け
た
活
動
が
ス
イ
ス
で
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
一
見
す
る
だ
け
で
は
そ
れ
と
見
分
け
ら
れ
な
い
が
、
類

似
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
(8)

。
ス
イ
ス
で
の
批
判
に
は
、
強
制
的
援
助

〔
失
業
者
に
稼
得
労
働
を
強
制
す
る
条
件
付
き
の
援
助
〕
に
は
賛
成
す

る
が
、
そ
の
よ
う
な
援
助
を
拒
否
す
る
自
由
〔
成
年
性
〕
を
認
め
な
い
よ

う
な
態
度
が
み
ら
れ
る
。
第
二
の
未
成
年
化
の
道
程
は
、
自
己
未
成
年

化
で
あ
り
、
現
状
に
対
す
る
責
任
を
い
つ
も
他
者
に
押
し
付
け
て
、
安
逸

に
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。 

未
成
年
化
へ
の
こ
れ
ら
二
つ
の
道
程
が
と
も
に
隠
蔽
し
て
い
る
の
は
、

今
日
、
私
的
な
こ
と
で
あ
れ
公
的
な
こ
と
で
あ
れ
人
間
は
自
ら
の
生
に

つ
い
て
本
質
的
な
決
断
を
下
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
態
で
あ
る
。

「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
２
１
世
紀
計
画
」
反
対
運
動
や
他
の
小
さ
く
目
立

た
な
い
市
民
運
動
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
市
民
は
普
通
言
わ
れ
て
い
る

よ
り
も
ず
っ
と
活
動
的
で
深
い
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
実
際
の
と

こ
ろ
当
事
者
た
る
市
民
自
身
が
考
え
て
い
る
以
上
で
あ
る
。
実
際
に
行

わ
れ
て
い
る
市
民
活
動
や
現
実
の
政
治
秩
序
か
ら
出
発
し
て
考
え
れ
ば
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
は
思
っ
た
よ
り
も
ず
っ
と
実
現
可
能
な
も
の
で
あ

る
。 

 

自
由
と
完
全
雇
用
と
の
関
係  

― 

完
全
雇
用
〈の
代
わ
り
に
〉／
〈
へ
の
〉／
〈を
通
し
て
の
〉自
由 

― 

(S
.1

8
-20

) 

《
完
全
雇
用
の
代
わ
り
に
自
由
を
》
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
私
と

私
の
共
闘
者
た
ち
は
二
〇
〇
三
年
の
冬
に
無
条
件
基
本
所
得
（
ベ
ー
シ

ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
）
を
擁
護
す
る
論
戦
を
開
始
し
た
。
そ
れ
以
来
こ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
再
三
人
々
を
困
惑
さ
せ
て
き
た
し
、
今
な
お
そ
れ
は
続
い
て
い

る
。
或
る
人
々
の
非
難
は
、
私
た
ち
が
Ｂ
Ｉ
擁
護
者
へ
の
居
候
非
難
や
怠

け
者
非
難
を
助
長
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
の
人
び
と
は
、
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
自
由
市
場
主
義
的
要
求
の
一
つ
と
見
な
し
、
致
命
的
欠

陥
を
持
つ
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
声
高
な
非
難
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
何
が
問
題
な
の
か
？ 

ま
ず
は
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
《
完
全
雇
用
を
通
し

．
．
．

て．

( d
u

rch
)

自
由
を
》
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
稼
得
労
働
が

自
由
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
完
全
雇
用
と
自
由
と
の
関
係

に
関
す
る
こ
の
定
式
は
、
ユ
リ
ア
ン
ネ
・ヤ
シ
ッ
ク(Ju

lia
n

e Ja
sch

ik
)

が
か

つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
逆
転
さ
せ
た
も
の
、
す
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な
わ
ち
《
自
由
の
代
わ
り
に
完
全
雇
用
を
》
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
稼
得
労
働
の
み
を
問
題
に
す
る
完
全
雇
用
と
い
う
専
門
用
語
と

は
何
か
？
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
レ
ン
ク
マ
ン
‐
ク
ー
ン(W

o
lfg

a
n

g
 

S
tren

g
m

a
n

n
-K

u
h

n
)

も

指

摘

し
て
い
る(S

tren
g

m
a

n
n

-K
u

h
n

 

2
0

08
)

よ
う
に
、
こ
の
用
語
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
活
動
す
る
人
間
で

は
な
い
。
こ
の
用
語
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
、
い
わ
ゆ
る
労
働
市

場
に
お
け
る
需
要
と
供
給
の
均
衡
モ
デ
ル
で
あ
る
。
均
衡
が
実
現
さ
れ

る
の
は
ま
ず
、
「
望
ま
な
い
失
業
」
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
均

衡
モ
デ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
に
定
義
さ
れ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
〔
賃
金
・
稼
ぎ

を
得
る
た
め
の
〕稼
得
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
由
が
稼
得
活
動

の
眼
鏡
を
通
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
完
全
雇
用
を
通
し
て
の
自
由
と
い
う

考
え
は
、
我
々
が
「
労
働
市
場
に
お
け
る
近
代
的
サ
ー
ビ
ス
業
の
た
め
の

法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ル
ツ
法
」
に
よ
っ
て
経
験
し
て
き
た
も
の
の
先
鋭
化

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
考
え
に
よ
る
と
、
我
々
の
共
同
体
の
基
盤

と
な
る
べ
き
人
間
と
は
稼
得
労
働
者
で
あ
っ
て
、
市
民
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
稼
得
労
働
に
よ
っ
て
の
み
市
民
は
自
由
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

デ
ィ
ー
タ
ー
・
シ
ョ
ル
ツ(D

ieter 
S

ch
o

lz
)

は
も
う
少
し
好
感
の
も
て

る
定
式
化
を
し
て
い
る
。
彼
の
《自
分
で
決
め
た
労
働
を
通
し
て
の
自
由
》

(N
eu

en
d

o
rff et a

l. 20
09

: 7)

と
い
う
定
式
は
、
人
間
を
自
由
な
活
動

存
在
と
見
な
し
て
は
い
る
が
、
労
働
を
通
し
て
は
じ
め
て
自
由
に
な
る
と

し
て
い
る
。
人
間
は
、
単
に
人
間
で
あ
る
だ
け
で
は
自
由
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
我
々
の
政
治
秩
序
が
市
民
の
自
己
決
定(S

elb
stb

estim
m

u
n

g
)

〔
＝
自
立
・
自
由
〕
か
ら
出
発
し
、
か
つ
そ
れ
を
要
請
し
て
い
る
と
す
る
と
、

シ
ョ
ル
ツ
の
定
式
は
一
種
の
後
退
で
あ
る
。
人
間
の
尊
厳
と
は
ま
さ
に
労

働
に
依
存
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
我
々
の
政
治
秩
序
の
理

解
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
で
あ
る
。 

次
は
《
完
全
雇
用
へ
の．．( zu

)

自
由
》
と
い
う
定
式
で
あ
る
。
こ
の
定
式
に

お
い
て
、
個
人
が
自
分
で
重
要
で
正
し
い
と
認
め
る
こ
と
だ
け
に
従
事
す

る
自
由
が
意
味
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム

に
か
な
り
近
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
そ
の
場
合
に
は
完
全

雇
用
と
は
専
門
用
語
で
の
意
味
と
は
無
関
係
な
も
の
と
な
る
。
専
門
用

語
と
し
て
の
完
全
雇
用
で
問
題
な
の
は
労
働
市
場
に
お
け
る
需
要
と
供

給
の
均
衡
で
し
か
な
い
。
し
か
し
不
均
衡
、
つ
ま
り
労
働
力
の
過
剰
や
不

足
が
起
こ
る
か
ら
ど
う
だ
と
い
う
の
だ
？
確
か
に
、
均
衡
と
い
う
考
え
や

そ
れ
に
類
似
の
思
考
様
式
に
と
っ
て
は
不
均
衡
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
《
非
自
発
的
失
業
》
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
発
想
も
、
そ

の
よ
う
な
状
態
は
回
避
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。
し
か
し

何
と
し
て
も
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
人
間
の
労
働
力
を
必
要
と

も
せ
ず
価
値
も
産
み
出
さ
な
い
職
場
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か
？ 

し
か
し
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
共
同
体
の
核
心
は
別
の
と
こ
ろ
に

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
民
を
市
民
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
国
の
市
民
で
あ

る
と
承
認
す
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
政
治
的
共
同
体
の
形
成
を
自
己
目
的

と
承
認
す
る
こ
と
が
共
同
体
の
核
心
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
理
由
か
ら

し
て
市
民
権
は
無
条
件
に
付
与
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
理
論
的
説
明
は

置
く
と
し
て
、
少
な
く
と
も
市
民
権
を
無
条
件
に
付
与
す
る
我
々
の
行

為
が
、
共
同
体
に
お
け
る
個
人
の
自
由
が
共
同
体
の
出
発
点
で
も
あ
り

目
的
で
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
市
民

権
こ
そ
、
平
等
な
共
同
体
の
た
め
に
官
権
国
家(O
b

rig
k

eitsstaa
t)

の

介
入
か
ら
人

間
を
自
由

に
す

る
も
の
で
あ
る
。
自
由
意
志

(F
reiw

illig
k

eit)

、
す
な
わ
ち
自
ら
が
重
要
か
つ
正
し
い
と
考
え
る
こ
と

を
為
す
自
由
、
こ
の
活
動
へ
の
自
由
が
第
一
の
自
由
で
あ
り
、
他
の
自
由

は
そ
の
後
に
位
置
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
市
民
と
共
同
体
は
互
い

を
必
要
と
し
て
お
り
、
市
民
は
共
同
体
の
た
め
に
、
そ
し
て
共
同
体
は
市

民
の
た
め
に
存
在
す
る
。 

だ
と
す
れ
ば
、
自
由
と
活
動
と
は
等
価
で
は
な
い
。
自
由
が
あ
っ
て
初

め
て
活
動
が
生
じ
る
。
と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
の
社
会
政
策
に
お
い
て
特
に
近

年
顕
著
な
よ
う
に
、
活
動
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
由
と
活

動
と
が
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
由
と
《
完
全
雇
用
》
と
は
全
く
対
立

す
る
。
そ
れ
ゆ
え
ま
ず
自
由
と
活
動
と
の
関
係
を
適
切
な
も
の
戻
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
が
《
完
全
雇
用

の
代
わ
り
に

．
．
．
．
．

自
由
を
》と
い
う
関
係
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
〔自
由
と
活
動
・
雇
用
と
の
〕対
立
を
強
調
す
る
こ

と
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
反
対
者
を
利
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
非
難

が
《完
全
雇
用
の
代
わ
り
に
自
由
を
》
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対
し
て
再
三

な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
が
無
為
な

怠
惰
へ
の
願
望
を
表
わ
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
る
こ
と
に
な
り
、
Ｂ

Ｉ
を
促
進
す
る
た
め
の
議
論
を
害
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
無
為
な
怠

惰
と
は
無
関
係
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
と
い
う
の
も
Ｂ
Ｉ
へ
の
自
信

の
な
さ
の
現
れ
で
あ
る
。
怠
け
者
批
判
に
攻
撃
の
糸
口
を
与
え
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
人
が
い
る
の
も
自
信
の
な
さ
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
人
間
と
は
多
様
な
形
態
で
社
会
参
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
共
同

体
は
そ
も
そ
も
存
続
し
う
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
自
明
で
日
々
観
察
さ

れ
る
事
柄
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
Ｂ
Ｉ
推
進
者
が
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
攻
撃
の
糸
口
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
自
明
の
事
柄
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が

人
々
に
は
自
明
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
Ｂ

Ｉ
へ
の
非
難
は
、
事
実
に
で
は
な
く
先
入
見
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
る
。
わ

れ
わ
れ
は
自
分
た
ち
が
市
民
の
政
治
的
共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
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を
理
解
せ
ず
、
そ
れ
を
ま
ず
稼
得
労
働
の
社
会
、
「
労
働
社
会
」
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
こ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。 

  

労
働
社
会
か
ら
活
動
社
会
へ？ 

― 

ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
Ｂ
Ｉ
論 

(S
.2

0
-25

) 

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
〈
活
動

社
会

T
ä

tig
k

eitsg
esellsch

a
ft

〉
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
近
い
も
の
と
な

る
。
あ
る
人
々
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
う
ち
に
、
「
労
働
社
会

A
rb

eitsg
esellsch

a
ft

」か
ら
の
解
放
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
て
お
り
、
社
会
を

成
り
立
た
せ
る
不
可
欠
で
多
様
な
諸
活
動
が
つ
い
に
承
認
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
Ｂ
Ｉ
が
人
間
を
活
動
す
る
存
在 

(T
ä

tig
sein

)

へ
と
解
放
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
広
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
人
間
が
自
ず

と
追
求
す
る
事
柄
へ
〔
失
業
の
恐
怖
に
よ
っ
て
〕
人
間
を
強
制
す
る
必
要

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
際
に
も
往
往
に
し
て
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
の
は
、
Ｂ
Ｉ
と
活
動
す
る
こ
と 

(T
ä

tig
sein

)

と
の
関
係
で

あ
る
。
つ
ま
り
Ｂ
Ｉ
を
理
解
す
る
た
め
に
、
活
動
社
会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
助
け
と
な
る
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
誤
解
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と
い

う
点
が
明
確
で
は
な
い
。
誤
っ
た
方
向
に
議
論
が
向
か
う
と
、
二
つ
の
概

念
を
結
合
す
る
こ
と
で
議
論
が
混
乱
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の

も
Ｂ
Ｉ
が
重
要
に
な
る
の
は
、
「
労
働
社
会
」
の
自
己
理
解
を
克
服
す
る

意
志
を
前
提
し
て
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
を
活
動
社
会
と
結
合

す

る
観

点

か
ら

出

発

す

る
と
、
参

加

所

得(P
a

rticip
a

tio
n

 

In
co

m
e)(A

tk
in

so
n

 1
99

6
)

と
か
共
同
体
への
奉
仕
と
い
っ
た
考
え
に
至

り
つ
く
こ
と
が
多
い
。
す
る
と
新
し
い
条
件
、
つ
ま
り
活
動
す
る
と
い
う

条
件
が
現
れ
る
。
個
人
は
、
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
基
本

所
得
や
最
低
所
得
へ
の
権
利
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
そ
の

場
合
に
は
受
給
基
準
は
今
日
よ
り
も
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
多
様
な
活

動
形
態
が
促
進
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
活
動
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
基
準
は
さ
ら
に
重
要
性
を
増
す
こ
と
に
な
り
、
今
日

の
社
会
政
策
原
理
か
ら
の
決
別
は
完
了
し
な
い
だ
ろ
う
。 

そ
れ
ゆ
え
Ｂ
Ｉ
へ
の
批
判
に
対
す
る
返
答
と
し
て
、
活
動
社
会
を
持
ち

出
す
こ
と
は
拙
速
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
Ｉ
は
怠
惰
へ
耽
る
非
活
動

的
な
人
間
を
増
や
す
と
い
っ
た
異
議
に
対
し
て
、
否
、
そ
う
で
は
な
く
、

Ｂ
Ｉ
は
人
間
を
活
動
へと
解
放
す
る
の
だ
と
返
答
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
〔Ｂ
Ｉ
が
人
間
を
怠
惰
に
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
〕Ｂ
Ｉ
反
対
者

を
利
す
る
と
い
う
非
難
こ
そ
、
《
完
全
雇
用
の
代
わ
り
に
自
由
を
》
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
再
三
投
げ
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
Ｂ
Ｉ
が
安
逸
な
無
為
へ
の
願
望
で
あ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
、

そ
れ
ゆ
え
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
議
論
を
害
す
る
も
の
だ
と
非
難
さ
れ
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た
。
無
為
な
怠
惰
と
は
無
関
係
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
と
い
う
の

も
Ｂ
Ｉ
へ
の
自
信
の
な
さ
の
現
れ
で
あ
る
。
怠
け
者
批
判
に
攻
撃
の
糸
口

を
与
え
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
人
が
い
る
の
も
そ
れ
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
活
動
社
会
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
用
い
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ

が
求
め
て
い
る
の
が
現
在
の
政
治
秩
序
が
要
求
す
る
も
の
以
上
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
政
治
秩
序
は
貢
献
す
る
と
い
う

市
民
の
覚
悟
と
意
志
を
前
提
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
市
民
の
積
極
的
関
与(E

n
g

a
g

em
en

t)

が
不
十
分
な

場
合
、
民
主
主
義
に
お
い
て
可
能
な
方
策
は
、
公
的
な
議
論
の
場
に
お

い
て
、
共
同
体
が
直
面
す
る
課
題
と
そ
の
克
服
に
関
し
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
し
か
な
い
。
共
同
体
が
個
人
に
対
し
て
こ
の
よ
う

な
問
題
に
対
処
す
る
に
は
そ
れ
以
上
の
方
策
が
あ
る
と
は
我
々
に
は
認

め
ら
れ
な
い
。 

活
動
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
だ
と
い
う
考
え
が
ど
れ
ほ
ど
深
く

根
付
い
て
い
る
か
は
、
ラ
ル
フ
・ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
よ
う
な
思
想
家
に
お
い

て
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
「
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
請
求
権k

o
n

stitu
tio

n
elles A

n
rech

t

」と
位
置
づ
け
、
い

か
な
る
代
償
行
為
も
条
件
と
し
な
い
請
求
権
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
の

だ
が
、
一
九
八
六
年
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
自
由
な
活
動
に
関
す

る
文
章
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「実
際
の
と
こ
ろ
稼
得
労
働
は
長
い
間
ほ
と
ん
ど
の
人
間
の
生
活
に

と
っ
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
、
労
働
社
会
に
関
す
る
言
説
を
正

当
化
し
て
き
た
。
稼
得
労
働
の
意
義
を
決
し
て
過
小
評
価
す
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
声
高
な
主
張
が
企
業
と
労
働
組
合
か
ら
な
さ
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
要
求
は
、
労
働
の
軽
減
や
（
「
不

当
な
」
）労
働
か
ら
の
解
放
と
い
う
標
語
の
も
と
に
「自
由
の
領
域
」

が
次
第
に
拡
大
し
た
世
紀
の
発
展
と
交
差
す
る
形
で
な
さ
れ
た
。

も
し
か
す
る
と
我
々
は
、
自
由
な
活
動
形
式
に
比
し
て
稼
得
労
働

が
減
少
す
る
時
代
に
、
あ
る
意
味
で
は
労
働
社
会
の
終
焉
と
活
動

社
会
の
始
ま
り
に
位
置
す
る
社
会
の
入
り
口
に
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
か
ら
多
く
の
恩
恵
を
受
け
、
労
働
と
所
得

と
を
原
理
的
に
分
離
す
る
時
代
が
来
た
の
だ
と
主
張
で
き
る
の
は
、

相
当
な
特
権
を
持
っ
た
集
団
、
例
え
ば
中
流
の
大
卒
公
務
員
な
ど

だ
け
だ
ろ
う
。
だ
が
、
よ
り
少
な
い
特
権
し
か
持
た
な
い
人
々
は
、

職
業
と
稼
得
労
働
と
が
多
く
の
観
点
か
ら
し
て
社
会
生
活
の
不

可
欠
の
要
素
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
」

(D
a

h
ren

d
o

rf 1
98

6: 13
2

f.) 

 

ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
論
述
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
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第
一
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
に
関
係
す
る
議
論
の
起
源
が
深
く
歴
史

を
遡
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
彼
の
説
明
が
、
ベ
ー
シ

ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
め
ぐ
る
議
論
が
誤
解
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
如
何
に

不
正
確
に
論
じ
ら
れ
、
今
後
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
の
証
左
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
稼
得
労
働
の
意
義
を
評
価
す
る
際
に

分
離
し
て
考
察
さ
れ
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
側
面
を
混
同
し

て
い
る
。 

一
面
で
は
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
利
用
に
よ
っ
て
生
活
時
間
を

実
際
に
取
り
戻
し
、
ま
た
さ
ら
に
多
く
取
り
戻
す
可
能
性
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
そ
れ
が
最
終
的
に
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

生
産
性
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
少
な
い
人
間
の
労
働
力
に
よ

っ
て
よ
り
多
く
の
製
品
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
年
間
総
労

働
時
間
の
長
期
的
低
減
傾
向
で
あ
る(D

a
ten

rep
o

rt 
20

11
, 

S
.99

; 

S
ta

tistich
es B

u
n

d
esa

m
t 2

01
1

, S
.8

9
4

ff., S
ch

ild
t 20

06
, 20

08
)

。

も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
知
見
が
何
を
結
果
と
し
て
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て

は
見
解
が
分
か
れ
る
(9)

。
こ
れ
に
関
す
る
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
見
解
が
、
稼

得
活
動
が
も
は
や
中
心
的
意
味
を
持
た
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
労
働
社
会
が

終
焉
に
近
づ
き
、
活
動
社
会
か
ら
分
離
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

彼
の
見
解
は
現
状
の
有
用
な
側
面
を
言
い
当
て
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
二

〇
〇
一
／
〇
二
年
度
の
ド
イ
ツ
連
邦
統
計
局
の
発
表
で
は
、
稼
得
労
働

時
間
五
六
〇
億
時
間
に
対
し
て
無
償
労
働
時
間
九
六
〇
億
時
間
で
あ

っ
た
（Sta

titisch
es B

u
n

d
esa

m
t 2

00
3

, S
.1

1

）。 

他
面
で
は
、
稼
得
労
働
の
規
範
的
な
価
値
も
そ
れ
に
使
用
さ
れ
た
時

間
量
も
、
稼
得
労
働
者
と
市
民
が
共
同
体
の
中
で
占
め
る
地
位
を
表

す
も
の
で
は
な
い
。
市
民
で
あ
る
と
い
う
地
位
は
稼
得
労
働
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
れ
に
依
存
す
る
も
の
で
も
な
い
。
失
業
し
た
と
し
て

も
市
民
が
市
民
で
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
失
業
に
よ
っ
て
稼
得

労
働
者
の
地
位
を
失
う
こ
と
と
は
全
く
異
な
る
。
人
間
は
、
特
別
な
業

績
に
よ
っ
て
、
国
家
市
民
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
地
位
を
獲
得
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
市
民
の
地
位
は
業
績
に
依
存
し
な
い
。
こ
の
点
で
市
民
の
地
位

は
代
償
業
績
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
無
条
件
性

と
類
似
し
て
い
る
。
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
は
近
代
の
民
主
主
義
に
お
け
る
市

民
的
地
位
の
意
義
を
明
確
に
認
識
し
て
い
た
数
少
な
い
一
人
で
あ
る
が
、

そ
の
彼
で
さ
え
上
記
の
引
用
に
お
い
て
偏
狭
な
見
方
を
し
て
い
る
こ
と
に

驚
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
彼
が
稼
得
労
働
に
異
常
に
高
い
意
義
を
与
え
て

い
る
こ
と
は
、
政
治
的
次
元
で
の
共
同
体
の
あ
り
方
と
明
ら
か
に
矛
盾

し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
共
同
体
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
次
元
で
は
、
稼
得

労
働
者
で
あ
る
こ
と
が
国
家
市
民
で
あ
る
こ
と
と
拮
抗
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
は
〔
稼
得
労
働
が
〕
「
社
会
生
活
の
不
可
欠

の
要
素
で
あ
り
続
け
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
正
確
に
は
何
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を
意
味
す
る
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
稼
得
労
働
が
ど
れ
ほ

ど
重
要
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
地
位
は
国
家
市
民
の
地
位
と
同
列
に
置
き

う
る
も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
稼
得
労
働
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
稼
得
労
働
が
価
値
創
造
に
寄
与
す
る
点
に
お
い
て
で
あ
り
、
決

し
て
そ
れ
が
共
同
体
そ
の
も
の
を
特
徴
付
け
る
「
要
素
＝
基
盤
」
だ
か
ら

で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
は
、
業
績
で
は
な
く
地

位
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
、
稼
得
活
動
を
相
対
化
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
市
民
で
あ
る
こ
と
自
体
の
承
認
に
対
応
す
る
地
位
を

与
え
る
も
の
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
で
あ
る
。
市
民
は
市
民
で
あ
る
こ

と
ゆ
え
に
目
的
で
あ
り
、
共
同
体
も
同
様
に
目
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

市
民
は
目
的
自
体
で
あ
り
、
共
同
体
も
目
的
自
体
で
あ
る
。
市
民
と
共

同
体
は
そ
れ
ぞ
れ
他
者
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
相
互

依
存
的
に
存
立
し
て
い
る
。
市
民
は
、
市
民
と
し
て
自
己
を
実
現
す
る

に
は
、
自
ら
の
共
同
体
を
共
同
体
と
し
て
実
現
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
共

同
体
は
、
共
同
体
と
し
て
自
己
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
市
民
を

市
民
と
し
て
実
現
せ
ざ
る
を
得
な
い
(10)

。
共
同
体
を
労
働
社
会
と
特
徴

付
け
る
考
え
に
よ
っ
て
、
上
記
の
根
底
的
な
連
関
が
長
年
無
視
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
連
関
が
転
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

活
動
社
会
を
再
評
価
し
、
そ
れ
へ
の
価
値
転
換
を
行
な
う
試
み
も
そ
の

よ
う
な
無
視
・転
倒
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
は
先
の
文
章
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
発
展
し
た
社
会
の
福
祉
機
会(W

o
h

lfa
h

rtsch
a

n
cen

)

と
そ
の

（
必
然
的
な
？
）
分
化
・
発
展(D

ifferen
z

ieru
n

g
)

を
保
障
す
る

に
は
、
労
働
に
よ
る
収
入
と
い
う
方
策
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
福
祉
の
再
分
配
要
素
に
も
、
そ
れ
ゆ
え
給
与

付
帯
経
費
〔
企
業
が
支
払
う
労
働
者
の
社
会
保
険
料
な
ど
〕
に
も
、

さ
ら
に
社
会
国
家
に
も
当
て
は
ま
る
。
」 

 

さ
て
こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
は
、
稼
得
労
働
に
よ

る
所
得
の
廃
止
を
意
図
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
所
得
と
稼
得
労
働
と

を
新
た
な
関
係
に
も
た
ら
そ
う
と
す
る
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
方
策
で
あ

る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
は
社
会
の
分
化
・発
展
を
減
ず
る
の
で
は
な
く
、

増
加
さ
せ
る
。
と
い
う
の
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
職

業(B
eru

f)

と
は
な
ら
な
い
よ
う
な
遣
り
甲
斐(B

eru
fu

n
g

)

に
応
じ
る
こ

と
が
容
易
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
自
分
に
適
し
た
職
業
を

見
つ
け
る
機
会
も
増
大
す
る
。
と
い
う
の
も
誰
も
職
業
選
択
を
生
活
不

安
か
ら
性
急
に
決
定
し
な
く
て
も
よ
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
に
よ
っ
て
「福
祉
機
会
」は
増
大
す
る
の
で
あ
っ
て
、
減
少
す
る
こ

と
は
な
い
。 
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ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
は
更
に
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。 

 
「
人
間
の
自
己
像
と
自
己
意
識
の
基
盤
と
し
て
も
、
職
業
的
地
位

以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
女
性
の
解
放
が
職
業
的
地
位
と
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
で
の
業
績
や
余
暇

時
間
で
の
成
果
と
い
っ
た
も
の
が
人
間
の
自
画
像
を
支
え
る
柱
に

な
る
兆
候
は
あ
る
と
し
て
も
、
労
働
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
大
抵

疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
」 

 

と
は
い
え
、
労
働
社
会
を
人
類
学
的
な
不
変
要
素
と
み
な
す
人
々
と

は
違
っ
て
（
参
照
、Bu

tterw
eg

g
e 

20
13

）
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
は
別
の
選

択
肢
を
「私
た
ち
が
ま
だ
」発
見
し
て
い
な
い
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
認
め

て
い
る
。
彼
の
論
述
の
な
か
で
も
一
つ
の
別
の
選
択
肢
が
暗
示
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
彼
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
を
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
、

民
主
的
共
同
体
に
お
け
る
市
民
の
権
利
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼

が
こ
の
考
え
を
更
に
進
め
た
な
ら
ば
、
国
家
市
民
と
し
て
の
市
民
が
民

主
主
義
を
正
当
化
す
る
基
礎
だ
と
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
っ
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
ま
さ
に
共
同
体
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
が
別
の
新
し
い
も

の
に
な
る
基
礎
が
で
き
、
稼
得
労
働
の
地
位
も
相
対
化
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
。
労
働
社
会
だ
と
い
う
自
明
性
が
こ
れ
ま
で
も
そ
し
て
現
在
も
如
何

に
強
力
で
あ
る
か
を
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
テ
キ
ス
ト
は
示
し
て
い
る
が
、
彼

自
身
は
新
た
な
共
同
体
へ
の
展
望
を
既
に
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
わ
れ
わ

れ
な
ら
、
国
家
市
民
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
共
同
体
は
無

条
件
な
承
認
の
場
と
な
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
国
家
市
民

と
い
う
地
位
こ
そ
無
条
件
に
妥
当
す
る
地
位
で
あ
り
、
こ
こ
に
市
民
で

あ
る
こ
と
と
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
の
思
想
的
な
親
和
性
が
あ
る
。
今

日
で
は
遣
り
甲
斐(B

eru
fu

n
g

)

と
稼
ぎ
・
稼
得(E

rw
erb

)

と
が
重
複
し

て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
は
両
者
の
区
別
を
再
び
明
瞭
に
す
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

遣
り
甲
斐
は
行
為
を
動
機
付
け
る
自
律
的
な
次
元
で
あ
り
、
こ
れ
が
職

業
つ
ま
り
稼
得
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
遣
り
甲
斐
は

必
ず
し
も
職
業
と
し
て
実
現
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
現
代
で

は
遣
り
甲
斐
を
何
ら
か
の
形
の
稼
得
活
動
に
変
え
る
こ
と
が
出
来
な
け

れ
ば
、
何
も
で
き
な
い
。 

 

「
人
間
の
時
間
管
理
を
構
造
化
す
る
た
め
の
原
理
を
稼
得
労
働
の

原
理
以
外
に
見
出
す
こ
と
に
我
々
は
ま
だ
成
功
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
職
業
労
働
と
い
う
固
定
点
が
な
け
れ
ば
、
人
間
は
自
分
の

毎
日
、
毎
週
、
毎
年
を
秩
序
付
け
る
基
準
を
見
い
だ
せ
な
い
（
テ
レ

ビ
番
組
を
基
準
に
す
る
と
で
も
い
う
の
か
？
）。
」 
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こ
こ
で
再
び
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
は
稼
得
と
遣
り
甲
斐
と
を
混
同
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
遣
り
甲
斐
を
稼
得
活
動
に
切
り
詰
め
て
し
ま
っ
た
結
果
で

あ
り
、
こ
の
切
り
詰
め
を
克
服
で
き
る
の
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
に
他

な
ら
な
い
。
稼
得
活
動
が
な
く
と
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
が
あ
れ
ば
、

人
を
魅
了
し
関
心
を
抱
か
せ
る
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
時

間
を
う
ま
く
管
理
で
き
る
か
に
つ
い
て
心
配
す
る
こ
と
が
正
し
い
か
否
か

は
別
に
し
て
も
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
が
あ
れ
ば
人
間
は
、
〔
彼
が
関
わ

る
〕
事
柄
そ
の
も
の
を
通
し
て
、
「
時
間
構
造(Z

eitstru
k

tu
r)

」
を
十
分

う
ま
く
見
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
他
の
人
び
と
と
の
分
業
と
協

働
が
成
功
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
市
民
運
動
に
参
加
す
る
人
に
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
つ
ね
に
組
織
化
や
調
整
や
信
頼
関
係
が
必
要
と

さ
れ
〔そ
れ
に
よ
っ
て
時
間
構
造
も
生
ま
れ
〕る
か
ら
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
〔
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
よ
う
な
〕
繊
細
な
思
考
の
持
ち
主
が
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
を
擁
護
す
る
重
要
な
議
論
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ

れ
が
も
つ
広
範
な
可
能
性
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
ど

う
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？
遣
り
甲
斐
と
稼
得
と
い
う
異
な
っ
た
次

元
を
混
同
し
て
し
ま
っ
た
理
由
は
も
し
か
す
る
と
、
結
局
ダ
ー
レ
ン
ド
ル

フ
が
個
人
の
承
認
を
活
動
す
る
こ
と
か
ら
独
立
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
こ
れ
に
稼
得
労
働
を
優
先
す
る
と
い
う
考
え
が
加
わ
っ
て
、
別
の
可

能
性
を
認
識
で
き
な
か
っ
た
か
ら
あ
ろ
う
か
？
遣
り
甲
斐
と
稼
得
と
の

結
合
を
自
明
で
克
服
不
可
能
な
こ
と
と
見
な
す
場
合
に
は
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
に
対
し
て
少
な
く
と
も
疑
問
を
も
ち
、
懐
疑
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
― 

最
初
に
挙
げ
た
長
文
の
引
用
で
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
で

彼
が
述
べ
て
い
た
こ
と
は
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
よ
う
。
同
じ
思
考
パ
タ

ー
ン
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
論
争
の
な
か
で
Ｂ
Ｉ
批
判
と
い
う
形
で
繰

り
返
し
現
れ
て
い
る
。
こ
の
論
争
の
中
に
は
別
の
展
望
も
含
ま
れ
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
明
確
に
な
る
の
は
、
政
治
秩
序
に

お
け
る
市
民
の
地
位
や
民
主
的
共
同
体
の
基
礎
が
注
目
さ
れ
る
場
合

で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
一
見
不
可
能
と
思
え
る
こ
と
が
、

お
そ
ら
く
我
々
に
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
自
明
の
所
与
だ
っ
た
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
そ
の
自
明
の
所
与
と
は
、
国
家
市
民
権
を
無
条
件
に
授
与
す
る

こ
と
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
、
市
民
を
主
権
者
と
し
て
無
条
件
に
承
認

す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
自
己
理
解
に
お
け
る
こ
の
空
白
地
点
・盲
点

に
注
目
す
れ
ば
、
我
々
の
社
会
国
家
構
造
が
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
現
行

の
先
入
見
と
一
緒
に
な
っ
て
、
主
権
者
の
無
条
件
承
認
を
ど
れ
ほ
ど
阻

ん
で
い
る
か
が
一
層
明
瞭
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
我
々
は
一
つ
の
矛
盾
の
中

で
生
き
て
お
り
、
こ
の
矛
盾
を
克
服
す
る
助
け
と
な
る
の
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
で
あ
る
。 

 



論  文 

 

 139 

 
「市
民
賃
金
の
不
正
」 

 
 

― 
オ
ト
フ
リ
ー
ト
・ヘ
ッ
フ
ェ
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
論 

―  

(S
.5

3
-58

) 

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
名
誉
教
授
（
哲
学
）
オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヘ
ッ
フ
ェ

(O
tfried

 H
ö

ffe)

は
数
年
前
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
新
聞

紙
上(H

ö
ffe 

2
0

0
7

)

で
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
批
判
し
た
。
彼
は
次
の

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
「わ
れ
わ
れ
の
日
常
的
経
験
に
お
け
る
ほ

ぼ
す
べ
て
の
事
柄
に
つ
い
て
哲
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
の
は
既
知
の
物
事
を
問
い
直
す
能
力
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
問
い
は
、

方
法
論
的
で
、
し
か
も
〈
十
分
に
経
験
的
〉
で
、
根
本
的
で
、
自
己
の
前

提
を
も
対
象
と
す
る
問
い
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(11)

。
し
か
し
彼
は
自

ら
の
モ
ッ
ト
ー
に
従
っ
て
Ｂ
Ｉ
批
判
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
彼
の
寄
稿

の
題

名

か
ら
も
推

察

さ

れ
る
。
題

名

に
あ
る
「
市

民

賃

金
(B

ü
rg

erlo
h

n
)

」
と
い
う
表
現
は
彼
の
言
葉
で
あ
り
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン

カ
ム
議
論
の
文
脈
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
は

賃
金
を
示
す
言
葉
で
は
な
い
。 

 

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
は
、
そ
の
人
の
経
済
的
お
よ
び
社
会
的

地
位
と
は
無
関
係
に
各
人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
市
民
賃
金
で
あ
る
が
、
今
日
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
主
に
経
済
学

的
観
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
社
会
倫
理
も

問
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
労
働
概
念
お
よ
び
正
義
原
理
と
い
う
二

つ
の
観
点
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
。
」 

 

市
民
所
得(B

ü
rg

erein
k

o
m

m
en

)

で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
ベ

ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
ヘ
ッ
フ
ェ
は
、
そ
れ
が
本
来
意
味
す
る
は
ず
の
な
い

賃
金(L

o
h

n
)

へ
と
解
釈
変
更
し
て
い
る
。
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
働
き
と

は
、
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の
規
則
に
従
い
、
〔賃
金
・
稼
ぎ
を
得
る
と
い
う
〕

目
的
に
依
存
す
る
働
き
、
つ
ま
り
稼
得
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ

Ｉ
は
市
民
が
市
民
で
あ
る
が
故
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
に
と

っ
て
の
目
的
と
は
人
間
・市
民
を
国
家
市
民
と
し
て
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
既
に
ヘ
ッ
フ
ェ
の
寄
稿
文
が
掲
載
さ
れ
る
時
点
で
、

Ｂ
Ｉ
理
念
が
主
に
経
済
学
的
観
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
い
う

状
況
で
は
な
か
っ
た
。 

ヘ
ッ
フ
ェ
は
後
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 
「
今
日
の
市
民
は
通
常
二
つ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
政
治
的
主

権
者
・政
治
市
民(C

ito
y

en
)

と
い
う
「高
貴
な
役
割
」
だ
け
で
は
な

く
、
労
働
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
企
業
家
と
し
て
自
ら
の
生
計
を
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立
て
る
経
済
市
民(B

o
u

rg
eo

is)

と
い
う
普
通
の
役
割
を
も
果
た

し
て
い
る
。
」 

 
ヘ
ッ
フ
ェ
は
、
必
要
の
王
国
と
自
由
の
王
国
と
の
区
別
と
い
う
古
代
か

ら
知
ら
れ
て
る
区
別
を
参
照
し
て
い
る
。
自
由
の
王
国
で
は
自
由
人
に

ふ
さ
わ
し
い
余
暇
活
動(M

u
ß

etä
tig

k
eit)

が
、
必
要
の
王
国
で
は
下
僕

労
働
や
奴
隷
労
働
が
行
わ
れ
る
。
今
日
の
市
民
が
二
つ
の
〈
役
割
〉
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
の
は
、
社
会
が
民
主
化
し
た
か
ら
で
あ
る
と
、
彼
は
述

べ
る
。
こ
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
で
彼
は
、
労
働
社
会
の
未
来
に
関
す

る
議
論
に
混
乱
を
持
ち
込
む
。
し
か
し
、
人
間
が
厳
密
な
意
味
で
一
つ
の

役
割
の
担
い
手
と
な
る
の
は
、
彼
が
被
雇
用
者(A

rb
eitn

eh
m

er)

と
な

り
、
解
決
す
べ
き
特
殊
な
課
題
に
従
事
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
課
題
が
目
指
す
目
的
は
彼
の
外
部
に
あ
る
目
的
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
目
的
は
彼
が
い
な
く
て
も
存
在
し
、
彼
が
解
雇
さ
れ
た
場
合
で
も
、

課
題
解
決
は
機
械
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
り
、
彼
以
外
の
別
の
被
雇
用

者
に
担
わ
れ
る
。
被
雇
用
者
で
あ
る
と
は
必
然
的
に
代
替
可
能
な
存
在

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
人
間
は
つ

ね
に
或
る
特
定
の
観
点
に
お
い
て
、
つ
ま
り
彼
が
従
事
す
る
解
決
さ
れ

る
べ
き
課
題
と
い
う
観
点
に
お
い
て
意
味
を
持
つ
存
在
で
あ
る
。
組
織
員

が
い
な
く
な
っ
て
も
組
織
が
存
続
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
〔人
間

を
一
つ
の
役
割
に
限
定
す
る
よ
う
な
〕人
間
の
限
定
化
が
前
提
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
が
あ
る
所
で
は
、
稼
得
労
働
を
社
会
的
統
合

の
場
と
し
て
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
ひ
と
つ
の
幻
想
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

そ
こ
で
は
人
間
は
人
間
と
し
て
統
合
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
単
に
彼
が
引

き
受
け
る
一
つ
の
機
能
に
関
し
て
統
合
さ
れ
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
と
全
く
事
情
が
異
な
る
の
が
国
家
市
民
で
あ
る
。
国
家
市
民
の
地
位

が
目
的
と
す
る
の
は
共
同
体
へ帰
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
は
代
替
不

可
能
で
あ
り
、
機
械
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
民
で
あ
る
こ

と
に
休
日
や
休
暇
は
な
い
。
国
家
市
民
で
あ
る
こ
と
は
役
割
で
は
な
い
。

労
働
社
会
と
社
会
国
家
の
未
来
に
関
す
る
議
論
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う

な
〔
被
雇
用
者
と
市
民
と
の
〕
区
別
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今

日
の
議
論
状
況
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
こ
の
区
別
が
不
可
欠

で
あ
る
。 

稼
得
労
働
を
美
化
す
る
こ
と
で
ヘ
ッ
フ
ェ
は
さ
ら
に
別
の
幻
想
を
、
つ

ま
り
個
人
は
自
分
の
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
幻
想

を
煽
っ
て
い
る
。
確
か
に
個
人
は
職
を
維
持
し
て
自
立
す
る
責
任
を
有

す
る
が
、
彼
が
得
よ
う
と
す
る
所
得
は
彼
の
働
き
の
成
果(L

eistu
n

g
)

に
由
来
す
の
で
は
決
し
て
な
い
。
働
き
の
成
果
と
は
、
複
数
の
分
業
過
程

の
協
働(Z

u
sa

m
m

en
w

irk
en

)

か
ら
、
そ
し
て
先
行
諸
世
代
の
さ
ま
ざ

ま
な
成
果
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
成
果
が
依
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存
す
る
も
の
は
多
様
で
あ
り
、
一
人
の
人
間
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。 ヘ

ッ
フ
ェ
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

「
〔
職
業
選
択
の
自
由
と
い
っ
た
〕
自
己
責
任
の
民
主
化
に
よ
っ
て
す

べ
て
の
市
民
に
自
己
実
現
の
機
会
が
、
す
な
わ
ち
現
代
の
労
働
、
特

に
稼
得
労
働
の
大
部
分
が
提
供
す
る
自
己
実
現
の
機
会
が
与
え

ら
れ
る
。
名
声
や
、
そ
し
て
大
抵
の
場
合
に
所
得
も
、
ま
た
そ
れ
ら

に
先
行
す
る
教
育
や
専
門
教
育
も
基
本
的
に
は
人
が
ど
の
よ
う

な
種
類
の
ど
の
よ
う
な
職
位
の
（
稼
得
）
労
働
に
就
い
て
い
る
か
に

関
係
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
労
働
生
活
が
、
稼

得
と
無
関
係
な
《
余
暇
》
生
活
と
は
全
く
別
の
選
択
肢
だ
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
精
神
的
な
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

社
会
活
動
、
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
中
心
の
稼
得

生
活
が
ひ
と
つ
の
成
功
し
た
人
生
の
全
体
像
へ
と
完
成
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
」 

 

ヘ
ッ
フ
ェ
が
労
働
一
般
と
特
殊
な
稼
得
労
働
と
を
区
別
す
る
の
は
、
共

同
体
に
と
っ
て
等
し
く
重
要
で
不
可
欠
な
多
様
な
活
動
領
域
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
と
解
す
れ
ば
、
彼
に
全
く
同
意
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
そ
れ
に
続
く
文
章
で
、
活
動
領
域
の
多
様
性
は
稼
得
労

働
の
優
位
性
へと
変
わ
っ
て
お
り
、
現
代
の
規
範
的
な
労
働
観
に
全
く
即

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
稼
得
労
働
が
何
よ
り
大
事
で
あ
り
、
最
上
位

に
位
置
す
る
。
稼
得
労
働
に
従
事
し
な
い
者
は
子
供
の
世
話
や
市
民
活

動
に
携
わ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
は
、
温
か
い

言
葉
以
外
の
承
認
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
の
帰
結
と
し
て
、
上
記
の
引
用
の
最
後
の
部
分
で
は
稼
得
労
働
の
優

位
性
が
更
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
重
要
の
稼
得
労
働
は

別
の
社
会
関
与
に
よ
っ
て
「成
功
し
た
人
生
の
全
体
像
」へ
と
完
成
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
必
然
で
は
な
い
、
と
ヘ
ッ
フ
ェ
は
考
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
稼
得
労
働
の
規
範
的
命
令
は
不
可
避
的
で
あ
る
。
こ

の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
化
を
彼
は
見
よ
う
と
し
な
い
。
し
か
し
人
間
は
す
べ
て
の

活
動
領
域
を
同
列
の
も
の
と
し
て
選
択
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
誰
も
収

入
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
放
棄
し
た
場
合
で
も
人
間
は
稼

得
労
働
に
よ
る
貢
献
の
現
在
な
い
し
過
去
の
実
績
を
基
準
と
し
て
評
価

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ヘ
ッ
フ
ェ
が
語
る
諸
活
動
領
域
の
同
列
性

は
存
在
せ
ず
、
規
範
と
し
て
期
待
さ
れ
る
も
の
の
中
心
に
は
稼
得
労
働

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
(12)

。 

寄
稿
論
文
の
続
く
部
分
で
ヘ
ッ
フ
ェ
は
、
活
動
す
る
こ
と
と
能
力
と
熟

練
の
形
成
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
能
力
と
熟
練
の
形
成
を
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稼
得
労
働
と
短
絡
的
に
結
び
付
け
て
お
り
、
言
う
な
れ
ば
、
遣
り
甲
斐

(B
eru

fu
n

g
)

を
職
業(B

eru
f)

つ
ま
り
稼
得
労
働
に
解
消
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
ヘ
ッ
フ
ェ
が
思
っ
て
い
る
よ
う
に
、
稼
得
労
働
そ
の
も
の
が
人
間
を
事

柄
と
取
り
組
ま
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
個
人
が
親
和
性
を
感
ぜ
ざ
る
を

え
な
い
事
柄
そ
の
も
の
が
、
個
人
を
そ
の
事
柄
と
取
り
組
ま
せ
る
の
で
あ

る
。
事
柄
と
の
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
能
力
と
熟
練
は
形
成
さ

れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
稼
得
労
働
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
。

稼
得
労
働
の
意
義
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
所
得
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
規
範
的
命
令
に
の
み
由
来
す
る
。
こ
の
規
範
に
強
制
さ
れ
る
た
め
、

個
人
が
追
求
す
る
遣
り
甲
斐
は
稼
得
労
働
に
つ
な
が
り
得
る
も
の
だ
け

に
な
る
。
遣
り
甲
斐
が
稼
得
労
働
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
、
所
得
を
得

ら
れ
な
い
。
職
業
が
遣
り
甲
斐
に
優
先
す
る
。
ヘ
ッ
フ
ェ
の
短
絡
的
思
考
は

さ
ら
に
続
き
、
「
働
き
た
い
と
望
み
な
が
ら
職
場
を
見
い
だ
せ
な
い
人
間

の
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
健
康
は
ひ
ど
く
害
さ
れ
る
」
と
い
う
研
究
結

果
を
見
て
驚
い
て
い
る
。
彼
が
諸
活
動
の
規
範
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
問
題

性
を
考
慮
し
て
い
た
ら
、
こ
の
調
査
結
果
に
驚
く
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
と
り
わ
け
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
健
康
被
害
の
原
因
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
な
の
だ
と
い
う
結
論
を
導
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
ヘ
ッ
フ
ェ
が
挙
げ
て
い
る
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
規
範
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
廃
棄
す
る
の
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
関
連
で
彼
の
反
省
的
思
考
力
の
欠
如
を
極
端
に
示

し
、
驚
か
せ
る
も
の
が
次
の
記
述
で
あ
る
。 

 

「
結
論
と
し
て
、
そ
れ
〔
稼
得
労
働
〕
は
間
接
的
な
社
会
的
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
し
て
機
能
す
る
。
つ
ま
り
、
と
り
わ
け
青
年
男
子
ら
は
、
無

職
の
場
合
に
、
攻
撃
的
に
な
っ
た
り
、
殉
教
を
厭
わ
な
い
原
理
主

義
に
陥
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
」 

 

彼
の
青
年
男
子
論
は
ひ
と
ま
ず
脇
に
置
く
。
少
し
考
え
れ
ば
す
ぐ
に

わ
か
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
現
象
に
は
も
っ
と
説
得
的
な
説
明
が
あ
る
。
男

性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
女
性
の
場
合
よ
り
も
強
く
稼
得
活
動
と
職

業
的
成
功
に
今
で
も
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
職
を
見
い
だ
せ
な
い

こ
と
は
男
性
に
と
っ
て
非
常
に
危
機
的
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
現
象
は
、

稼
得
労
働
を
重
視
し
、
市
民
社
会
の
連
帯
を
軽
視
す
る
共
同
体
に
お
い

て
と
り
わ
け
顕
著
に
な
る
。
し
か
し
、
ヘ
ッ
フ
ェ
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
こ
そ
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
が
導
入
さ
れ
て
所

得
が
稼
得
活
動
に
依
存
し
な
く
な
り
、
個
人
の
承
認
や
能
力
の
発
展
も

ま
た
そ
れ
に
依
存
し
な
く
な
る
と
、
変
わ
る
の
で
あ
る
。
青
年
男
子
は
、

共
同
体
の
一
員
で
あ
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
そ
こ
に
生
活
の
中
心
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
る
が
ま
ま
の
姿
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
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う
。
こ
れ
が
も
た
ら
す
影
響
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
ろ
う
。 

ヘ
ッ
フ
ェ
の
よ
う
に
稼
得
労
働
の
価
値
を
高
く
見
積
も
る
者
は
次
の
よ

う
な
帰
結
を
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

「人
間
に
不
可
欠
な
承
認
は
そ
の
多
く
が
職
業
世
界
と
労
働
世
界

に
依
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
合
理
的
な
自
己
利
益
の
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
政
策
は
、
経
済
政
策
の
点
で
も
社
会
政
策
と
教
育
政
策

の
点
で
も
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
奨
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

す
な
わ
ち
、
国
民
経
済
に
関
し
て
は
雇
用
創
出
、
個
人
に
関
し
て

は
労
苦
と
忍
耐
を
必
要
と
す
る
求
職
活
動
が
奨
励
さ
れ
る
。
」 

 

し
か
し
承
認
が
こ
の
よ
う
に
稼
得
労
働
の
み
に
依
存
す
る
の
は
、
稼
得

労
働
が
今
日
の
よ
う
に
優
先
的
地
位
を
占
め
て
い
る
場
合
の
み
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
優
先
的
地
位
が
不
変
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
民
主

的
共
同
体
に
お
い
て
は
市
民
の
地
位
が
稼
得
労
働
に
依
存
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。
市
民
の
地
位
は
無
条
件
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
の
憲
法

に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
尊
厳
は
彼
が
な
し
た
功
績
に
依
存

す
る
も
の
で
は
な
い
。
無
条
件
に
主
権
者
で
あ
る
と
い
う
地
位
は
稼
得

活
動
の
地
位
よ
り
も
ず
っ
と
根
本
的
な
意
義
を
も
つ
。
市
民
が
代
替
不

可
能
で
あ
る
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
特
定
の
基
準
を
満
た
し
、
特
定
の

目
的
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
条
件
で
、
人
間
が
市
民
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
或
る
共
同
体
が
市
民
を
、
例
え
ば
移
住
に
よ
っ
て
、

失
う
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、
市
民
が
〈
代
替
さ
れ
る
〉
こ
と
は
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
稼
得
労
働
者
は
代
替
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
は
労
働
者
の
仕
事

が
機
械
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
場
合
に
最
も
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
そ
も

そ
も
解
雇
す
る
こ
と
自
体
が
、
代
替
可
能
性
が
労
働
過
程
の
不
可
欠
の

要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
人
員
募
集
も
ま
さ
に
然
り
で
あ
る
。

人
間
の
労
働
力
を
投
入
す
る
こ
と
は
自
己
目
的
で
は
な
く
、
或
る
課
題

を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
彼
が
必
要
か
ど
う
か
で
人
間
は
評
価
さ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
が
行
っ
て
い
た
労
働
の
諸
工
程
が
機
械
に
よ
っ
て

代
替
さ
れ
得
る
の
な
ら
、
〈
国
民
経
済
〉
の
課
題
は
雇
用
の
確
保
だ
と
す

る
ヘ
ッ
フ
ェ
の
主
張
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
間
は

市
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
解
雇
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
市
民
は
常
に
不
可

欠
な
存
在
で
あ
り
、
近
年
の
流
行
語
を
使
え
ば
、
〈
シ
ス
テ
ム
基
盤

sy
stem

relev
a

n
t

〉(13)

で
あ
る
。 

ヘ
ッ
フ
ェ
に
と
っ
て
稼
得
労
働
が
絶
対
的
な
優
先
性
を
持
つ
た
め
、
彼
は

労
働
権
な
る
も
の
を
考
え
る
。
彼
も
こ
の
権
利
を
個
人
の
請
求
権
と
し

て
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
は
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
権
利
が
導
入
さ

れ
れ
ば
、
労
働
の
場
（
雇
用
）
は
も
は
や
価
値
創
造
の
場
で
は
な
く
な
り
、

全
く
非
現
実
的
な
も
の
と
な
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
課
題
は
、
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「
経
済
状
況
、
社
会
状
況
、
法
的
状
況
に
貢
献
し
、
労
働
意
欲
お
よ
び
、

雇
用
の
維
持
と
創
出
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
〈
解
雇
に
よ
る
合
理

化W
eg

ra
tio

n
a

lisieren

〉で
は
な
い
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
ヘ

ッ
フ
ェ
は
、
人
間
の
労
働
に
頼
ら
ず
に
価
値
を
創
造
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

自
由
な
生
活
時
間
を
再
獲
得
す
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
放
棄

す
る
。
し
か
し
機
械
に
よ
る
自
動
化
を
放
棄
す
る
だ
け
の
た
め
に
維
持

さ
れ
る
労
働
の
場
（
雇
用
）
は
そ
の
意
義
を
失
い
、
そ
こ
で
働
く
者
に
自

分
を
無
用
な
者
と
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
は
自
動
機
械
を
放

棄
す
る
た
め
だ
け
に
労
働
に
就
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
市
民
賃
金
と
誤
解
す
る
と
で
ど
う
な
る
か
が
、

次
の
ヘ
ッ
フ
ェ
の
文
章
で
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
市
民
賃
金
と
云
わ
れ
る
も
の
に
反
対
す
る
こ
と
は
、
互
酬
性

(W
ech

selseitig
k

eit)

と
い
う
正
義
の
核
心
を
主
張
す
る
こ
と
で

あ
る
。
互
酬
性
に
従
え
ば
、
人
間
が
賃
金(L

o
h

n
)

を
得
る
の
は
単

に
市
民
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
共
同
体
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
で
あ
る
。
」 

 

こ
れ
は
驚
く
べ
き
主
張
で
あ
り
、
共
和
主
義
的
民
主
制
度
に
と
っ
て

決
定
的
に
重
要
な
諸
前
提
に
矛
盾
し
て
い
る
。
民
主
主
義
の
諸
前
提
は

い
か
な
る
代
償
貢
献
も
要
求
し
な
い
。
確
か
に
民
主
主
義
は
市
民
が
貢

献
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
そ
れ
を
市
民
に
〔
強
制
す
る
こ
と
な
く
〕

訴
え
る
だ
け
で
あ
る
。
ヘ
ッ
フ
ェ
の
主
張
す
る
互
酬
性
が
妥
当
す
る
の
は
、

共
同
体
に
対
す
る
忠
誠
要
請(L

o
y

alitä
tsg

eb
o

t)

と
い
う
形
で
の
み
で

し
か
な
く
、
そ
れ
は
特
定
の
代
償
貢
献
を
、
い
わ
ん
や
稼
得
労
働
を
求

め
る
も
の
で
は
な
い
。
ヘ
ッ
フ
ェ
の
更
な
る
異
議
申
し
立
て
も
同
じ
く
根
拠

の
な
い
も
の
で
あ
る
。 

 

「〈市
民
賃
金
〉に
反
対
す
る
こ
と
は
、
補
完
性(S

u
b

sid
ia

ritä
t)

と

い
う
社
会
原
理
を
主
張
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
原
理
が
要
求

す
る
の
は
、
人
は
生
活
の
糧
を
ま
ず
自
ら
稼
ご
う
と
す
べ
き
で
あ

り
、
困
窮
し
た
場
合
に
の
み
共
同
体
が
援
助
を
差
し
伸
べ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
補
完
性
は
福
祉
手
当
国
家(F

ü
rso

rg
estaa

t)

に

反
対
し
、
自
由
で
民
主
的
に
機
能
す
る
社
会
国
家(S

o
z

ia
lsta

a
t)

を
支
持
す
る
。
」 

 

〔
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
十
一
世
の
〕
「
四
〇
周
年
記
念
回
勅
」(

一
九
三

一
年)
の
基
盤
に
あ
る
補
完
性
概
念
を
ヘ
ッ
フ
ェ
は
正
し
く
理
解
し
て
い
な

い
(14)

。
回
勅
で
は
生
活
の
糧
と
稼
得
労
働
と
の
対
立
関
係
な
ど
は
問
題

に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
個
人
が
自
ら
欲
し
自
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力
で
行
い
得
る
こ
と
を
そ
の
人
か
ら
奪
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
個
人
の
能
力
の
範
囲
の
始
ま
り
と
終
わ
り
が
規
定
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ヘ
ッ
フ
ェ
自
身
が
補
完
性
概
念
に
つ
い
て
詳
細
な

論
文
を
書
い
て
い
る
だ
け
に(H

ö
ffe 

1
9

97
)

、
こ
こ
で
の
彼
の
記
述
は
驚

く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
概
念
を
使
用
す
る
な
ら
回
勅
に
お
け
る
概
念

定
義
を
再
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
に
そ
の
よ
う
な
再
解
釈
を

提
供
す
る
の
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
で
あ
り
、
Ｂ
Ｉ
は
政
治
共
同
体
に

と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
諸
前
提
か
ら
補
完
性
を
導
き
出
す
。
Ｂ
Ｉ
が

自
律
的
で
自
己
決
定
的
な
生
活
を
送
る
と
い
う
責
任
を
個
人
か
ら
免

除
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
強
化
す
る
。
と
い
う

の
も
Ｂ
Ｉ
に
よ
っ
て
個
人
が
選
択
し
専
念
で
き
る
〔
自
己
決
定
的
な
〕
活

動
範
囲
が
広
が
る
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ッ
フ
ェ
が
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
す
べ
て
の
こ
と
に
Ｂ
Ｉ
は
彼
の
提
案
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
な
貢
献
を
す

る
。
な
ぜ
な
ら
Ｂ
Ｉ
は
市
民
を
互
に
、
稼
ぎ
手
と
し
て
で
は
な
く
、
市
民

と
し
て
承
認
さ
せ
、
市
民
相
互
の
連
帯
を
強
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ー

シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
に
よ
っ
て
こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
。 

  
 補
完
性
と
無
条
件
基
本
所
得
と
は
対
立
し
な
い 

(S
.1

6
1

-1
62

) 

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
に
対
し
て
常
に
持
ち
出
さ
れ
る
異
論
と
し
て
、

そ
れ
が
補
完
性
原
理
に
抵
触
し
、
個
人
を
「
福
祉
手
当
国
家

(F
ü

rso
rg

esta
a

t)

」(H
ö

ffe 
2

00
7)

に
依
存
さ
せ
る
と
い
う
壊
滅
的
結

果
を
も
た
ら
す
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
異
論
と
そ
れ
が
想
定
す
る

帰
結
は
破
壊
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
正
し
い
の
だ
ろ
う

か
？
こ
の
異
論
は
、
Ｂ
Ｉ
が
意
図
す
る
も
の
や
補
完
性
原
理
の
意
味
を

正
し
く
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
補
完
性
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
常
に

参
照
さ
れ
る
有
名
な
出
典
、
す
な
わ
ち
〔
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
十
一
世

の
〕
「
四
〇
周
年
記
念
回
勅
」(

一
九
三
一
年)

に
当
た
っ
て
み
よ
う
。
こ
の

回
勅
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る(Q

u
a

d
ra

g
esim

o
 

a
n

n
o

 

1
9

31
, 

第79

節)

。 

 
 

「
歴
史
が
明
ら
か
に
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
状
況
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
と
、
そ
れ
ま
で
小
さ
な
共
同
体
に
よ
っ
て
容
易
に
解
決
さ
れ

て
い
た
諸
課
題
が
よ
り
大
き
な
共
同
体
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
正
し
い
。
し
か
し
だ
と
し
て
も
、
《
他
人
事

に
介
入
し
た
り
文
句
を
い
う
べ
き
で
は
な
い
》
と
い
う
最
も
重
要
な

社
会
哲
学
の
原
則
は
ど
ん
な
時
代
で
も
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
個
人
が
自
ら
欲
し
自
力
で
行
い
得
る
こ
と
を
そ
の
人
か
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ら
奪
っ
て
社
会
的
活
動
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
の
と
同
じ
よ
う

に
、
小
さ
な
下
位
の
共
同
体(G

em
ein

w
esen

) 

が
行
う
こ
と
で

良

い
成

果

を
出

せ
る
こ
と
に
大

き
な
上

位

の
共

同

体

(G
em

ein
sch

a
ft)

が
手
を
出
す
こ
と
は
正
義
に
反
す
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
ま
た
社
会
秩
序
全
体
を
甚
だ
し
く
害
し
混
乱
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
社
会
的
活
動
も
そ
の
本
質
か
ら
し
て
補

完
的
な
も
の(sb

u
sid

iär)

で
あ
る
。
社
会
的
活
動
は
社
会
組
織
体

の
各
部
分
を
支
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
決
し
て
そ
れ
ら
を
破
壊
し
た

り
呑
み
込
ん
だ
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
」 

 

こ
の
段
落
の
最
初
の
部
分
で
、
固
定
的
に
決
ま
っ
た
「
諸
課
題
」
が
小

さ
な
共
同
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

ど
ん
な
課
題
を
誰
が
担
う
べ
き
か
の
決
定
は
、
そ
れ
を
担
う
能
力
が
あ

る
か
否
か
に
依
存
す
る
の
だ
と
上
記
引
用
で
は
言
わ
れ
て
い
る
。
「
小
さ

な
共
同
体
」
に
で
き
な
い
こ
と
が
何
か
は
、
そ
の
つ
ど
良
く
考
え
て
み
る
べ

き
こ
と
で
あ
っ
て
、
定
義
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
個
人
が

「
自
ら
欲
し
て
」
成
し
得
る
こ
と
を
個
人
か
ら
奪
う
こ
と
が
「
許
さ
れ
」
な

い
の
と
同
様
に
、
「
下
位
の
共
同
体
」
が
行
い
得
る
こ
と
に
上
位
の
共
同

体
が
干
渉
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
関
係
が
正
確
に
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
は
、
〔
具
体
的
状
況
に
即
し
て
〕
常
に
新
た
に
明
ら
か
に

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

守
る
べ
き
上
記
の
社
会
哲
学
原
則
は
、
個
人
の
力
を
信
頼
し
、
そ
れ

を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
個
人
主
義
的
な
短
絡
に
陥
る

も
の
で
は
な
い
。
個
人
は
常
に
共
同
体
の
個
人
と
し
て
個
人
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
補
完
性
原
理
か
ら
所
得
獲
得
が
個
人
に
委
ね
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
〔
個
人
主
義
的
な
〕
結
論
が
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
補

完
性
原
理
で
は
所
得
獲
得
が
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

所
得
問
題
に
関
し
て
こ
の
原
理
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
(15)

。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
は
補
完
性
原
理
と
十
分
両
立
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
Ｂ
Ｉ
は

個
人
を
強
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
今
日
で
は
市
民
活
動
に
参

加
し
た
り
、
家
族
に
配
慮
し
た
り
す
る
た
め
の
時
間
が
な
い
た
め
に
、
個

人
が
引
き
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
諸
課
題
も
、
〔
Ｂ
Ｉ
の
導
入
に
よ
っ

て
〕
個
人
が
再
び
自
分
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
対
立
し
て
い
た
二
つ
の
側
面
〔共
同
体
の
強
化

と
抑
制
と
い
う
二
側
面
〕
を
Ｂ
Ｉ
が
共
に
担
う
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
一
方
で
Ｂ
Ｉ
は
、
市
民
が
自
由
な
決
定
を
下
す
条
件
を
強
化
す

る
点
で
、
強
力
な
国
家
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
強
力
な
共
同
体
を
許
容

す
る
。
こ
の
強
化
は
個
人
主
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、
Ｂ
Ｉ
を
集
団
的
に

作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
Ｂ
Ｉ
は
国
家
を
同
時
に
控
え
め
な

も
の
に
も
す
る
。
な
ぜ
な
ら
Ｂ
Ｉ
に
よ
っ
て
市
民
は
今
日
で
は
担
え
な
い
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諸
課
題
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
国
家

は
、
個
人
の
能
力
を
保
護
し
促
進
す
る
点
に
お
い
て
、
個
人
だ
け
で
は
作

り
出
せ
な
い
基
盤
構
造
を
準
備
す
る
点
に
お
い
て
、
強
力
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
他
方
、
国
家
の
援
助
を
必
要
と
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
控
え
め
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
完
性
原
理
が
意
味
す
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
統
と
Ｂ
Ｉ
と
の
統
合
可
能
性
に
他
な
ら
な
い(K

n
u

th
 2

0
07

)

。 

  

人
間
の
尊
厳
自
体
か
、
そ
れ
と
も
労
働
に
よ
る
尊
厳
か
？ 

(S
.1

6
2

-1
64

) 

二
〇
一
二
年
五
月
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選

挙
の
前
に
、
Ｗ
Ｄ
Ｒ
（西
ド
イ
ツ
放
送
）
が
選
挙
討
論
番
組
を
企
画
し
、
そ

こ
で
Ｂ
Ｉ
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
番
組
は
、
な
ぜ
Ｂ
Ｉ
議
論
が
進
展

し
な
い
か
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
海
賊
党
(16)

の
〔
連
邦
議
会
選

挙
〕第
一
候
補
者
で
あ
る
ヨ
ア
ヒ
ム
・パ
ウ
ル(Jo

a
ch

im
 P

a
u

l)

は
、
Ｂ
Ｉ
が

長
期
的
問
題
への
解
決
策
だ
と
し
て
そ
れ
を
支
持
す
る
議
論
を
行
っ
た
。

彼
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
生
産
性
が
上
昇
す
る
と
労
働
総
量
が
減

少
し(D
a

ten
rep

o
rt 

2
01

3, 
S

.1
16

; 
S

ta
tistisch

es 
B

u
n

d
esa

m
t 

2
0

11
, S

.84
9

ff.; S
ch

ild
t 2

00
6, 2

008
)

、
個
人
は
生
存
権
を
確
保
す
る

た
め
の
購
買
力
を
得
ら
れ
な
く
な
る
が
、
か
と
い
っ
て
「
そ
の
よ
う
な

人
々
を
排
除
し
て
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
」 

パ
ウ
ル
の
議
論
に
お
い
て
、
問
題
点
と
ま
で
言
わ
な
い
と
し
て
も
、
不

運
な
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
は
、
Ｂ
Ｉ
が
補
償
給
付

(K
o

m
p

en
sa

tio
n

sleistu
n

g
)

と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
の
議
論
は
、

労
働
総
量
が
減
少
し
た
時
に
稼
得
労
働
に
よ
っ
て
十
分
な
所
得
を
得
る

こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
人

口
動
態
の
変
化
〔
労
働
人
口
の
減
少
〕
に
よ
っ
て
長
期
的
に
は
こ
の
よ
う

な
困
難
が
解
消
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｉ
は
必
要
で
な
く
な
り
、
不
要

と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
が
パ
ウ
ル
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と

し
て
も
、
彼
の
議
論
の
結
論
は
そ
う
な
る
。
十
年
し
た
ら
労
働
市
場
が

改
善
さ
れ
る
と
い
う
論
点
は
、
ま
さ
に
Ｂ
Ｉ
支
持
者
に
度
々
突
き
つ
け

ら
れ
る
問
題
で
あ
る
(17)

。
パ
ウ
ル
は
Ｂ
Ｉ
を
さ
し
あ
た
り
賠
償
給
付

(R
ep

a
ra

tu
rleistu

n
g

)

と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
Ｂ
Ｉ
は
、
そ
れ
の
み
な

ら
ず
、
「
必
要
と
す
る
」
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
に
提
供

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
Ｂ
Ｉ
は
も
は
や
賠

償
給
付
で
は
な
い
。
明
ら
か
に
彼
の
Ｂ
Ｉ
擁
護
論
に
は
不
明
確
な
点
が
あ

り
、
二
つ
の
対
立
す
る
考
え
を
含
ん
で
い
る
。
一
方
で
は
、
Ｂ
Ｉ
が
賠
償

や
補
償
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
、
損
害
や
そ
の
原
因
が
存
在

し
な
く
な
れ
ば
、
Ｂ
Ｉ
も
不
要
と
な
る
。
他
方
で
は
、
給
付
が
貧
窮
基
準

に
従
う
も
の
で
は
な
く
、
Ｂ
Ｉ
は
そ
れ
か
ら
独
立
の
も
の
と
さ
れ
る
。
な
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ぜ
そ
の
よ
う
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
給
付
の
根
拠

が
貧
窮
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
地
位
基
準
に
基
づ
く
し
か
な
い
。
そ
れ

は
共
同
体
に
お
け
る
市
民
と
い
う
人
間
の
地
位
で
あ
り
、
労
働
市
場
状

況
や
そ
の
他
の
経
済
事
情
か
ら
独
立
に
導
出
さ
れ
る
地
位
で
あ
る
。
残

念
な
が
ら
パ
ウ
ル
氏
は
こ
の
論
点
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
点

は
討
論
に
お
け
る
彼
の
立
場
を
強
化
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。 さ

て
こ
の
討
論
の
他
の
参
加
者
の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
？
パ
ウ
ル

が
話
し
て
い
る
間
の
他
の
討
論
者
の
表
情
は
と
言
え
ば
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
社
会

民
主
党
）の
ハ
ン
ネ
ロ
ー
レ
・ク
ラ
フ
ト(H

a
n

n
elo

re K
ra

ft)

や
Ｃ
Ｄ
Ｕ
（キ

リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
）
の
ノ
ー
バ
ー
ト
・レ
ッ
ト
ゲ
ン(N

o
rb

ert R
ö

ttg
en

)

や
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・リ
ン
ト
ナ
ー(C
h

ristia
n

 
L

in
d

n
er)

は
見
下

し
た
よ
う
な
笑
い
を
浮
か
べ
、
他
方
、
ジ
ル
ビ
ア
・
レ
ー
ア
マ
ン(S

y
lv

ia
 

L
ö

h
rm

an
n

)

（同
盟

9
0

/

緑
の
党
）は
厳
し
い
神
経
質
な
眼
差
し
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
に
パ
ウ
ル
が
動
揺
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・ヴ

ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
首
相
の
ハ
ン
エ
ロ
ー
レ
・
ク
ラ
フ
ト
は
、
も
は
や
パ
ウ
ル

の
Ｂ
Ｉ
論
に
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
自
ら
の
個
人
的
な
人
間
経
験
に
も

と
づ
い
て
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。 

 

「ク
ラ
フ
ト
：
仕
事
を
も
ち
、
規
則
正
し
い
日
課
が
あ
り
、
そ
こ
で
社

会
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
、
人
間
の
尊
厳
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
の
で
す
。
」 

 

こ
の
議
論
は
周
知
の
も
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
一
つ
の
症
候
群
の
実
例

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
人
間
の
尊
厳
は
、
も
は
や
人
間
で
あ
る
こ
と

に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
労
働
と
い
う
別
の
も
の
に
著
し
く
依
存
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
こ
で
は
労
働
が
稼
得
労
働
（
参
照
、

E
ich

h
o

rst 20
13

, G
reffra

th
 2

013

）や
規
則
正
し
い
日
課
や
社
会
的

コ
ン
タ
ク
ト
と
等
値
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
ク
ラ
フ
ト
女
史
は
、
市
民
が

市
民
で
あ
る
だ
け
で
尊
厳
を
も
ち
主
権
者
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
基
本
法
第

１
条
）
と
い
う
我
々
の
政
治
秩
序
の
基
盤
を
軽
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
尊

厳
の
侵
害
と
い
う
こ
と
で
問
題
と
な
る
は
、
稼
得
労
働
そ
の
も
の
の
が
人

間
の
尊
厳
に
と
っ
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
も
な
く
、
失
業
者
が
労
働
の

欠
如
ゆ
え
に
尊
厳
を
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
尊
厳
の
危

機
が
起
こ
る
の
は
、
我
々
が
尊
厳
を
自
立
的
な
も
の
と
理
解
し
て
、
そ
れ

に
相
応
し
い
形
で
所
得
確
保
を
行
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
失
業
が
今
日

の
よ
う
な
〔
尊
厳
の
喪
失
と
い
う
〕
意
味
を
持
つ
の
は
、
何
よ
り
も
所
得

と
稼
得
活
動
と
を
規
範
的
に
結
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
稼
得
活
動

が
共
同
体
へ
の
貢
献
と
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
尊
厳
は
人
間
で

あ
り
市
民
で
あ
る
こ
と
で
無
条
件
に
承
認
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
稼
得
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労
働
者
で
あ
る
と
い
う
条
件
付
き
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
転
倒
を
ハ
ン
ネ
ロ
ー
ネ
・
ク
ラ
フ
ト
の
人
間
経
験
に

基
づ
く
言
説
は
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

緑
の
党
の
筆
頭
候
補
者
で
あ
る
ジ
ル
ビ
ア
・
レ
ー
ア
マ
ン
は
か
つ
て
党
内

で
Ｂ
Ｉ
に
集
中
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
力
説
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
女

も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し
て
い
る
。 

 
 

「
な
ぜ
高
所
得
者
が
国
家
か
ら
追
加
的
な
補
助
金
を
、
つ
ま
り
彼

が
必
要
と
し
な
い
金
銭
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
か
？
」 

 

感
情
の
高
ぶ
り
と
憤
慨
の
た
め
に
、
レ
ー
ア
マ
ン
女
史
が
忘
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
所
得
税
に
お
け
る
基
礎
控
除
も
同
じ
く
す
べ
て

の
人
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
生
存
最
低
保
証
と
い
う
考
え
に
基

づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
税
額
を
減
額
す
る
た
め
の
多
く
の
控
除
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
《
必
要
》
と
し
な
い
高
所
得
者
も
控
除
申
請
し
て
い
る
こ
と
を

彼
女
は
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
女
の
発
言
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
の
は
単
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
本
性

だ
と
思
い
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。 

窮
乏
と
い
う
こ
と
に
囚
わ
れ
た
思
考
こ
そ
、
稼
得
活
動
の
優
位
を
固

定
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
の
社
会
国
家
の
貧
し
さ
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
こ
そ
人
間
の
尊
厳
を
無
条
件
に
承
認
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
Ｂ
Ｉ
は
我
々
の
政
治
秩
序
に
適
合
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
根
拠
づ
け

の
起
点
は
、
国
家
市
民
と
し
て
の
市
民
に
あ
る
。 

  

注  (1) 

各
小
見
出
し
の
後
に
付
け
た
ペ
ー
ジ
番
号
は
原
書
の
対
応
ペ
ー
ジ
を

示
す
。 

(2) 

「
ベ
ー
ッ
シ
ク
・
イ
ン
カ
ム
」
に
対
応
す
る
ド
イ
ツ
語
は
”

G
ru

n
d

e
in

k
o
m

m
e
n

”
（
基
本
所
得
）
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
議
論
で

は
そ
の
《
無
条
件
性
》
を
強
調
す
る
た
め
に
”Be

d
in

g
u

n
g
slo

se
s 

G
ru

n
d

e
in

k
o
m

m
e
n

”
な
い
し
、
そ
の
略
記
で
あ
る
”BG

E

”
と
い

う
用
語
が
好
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
基
本
的
に
”

G
ru

n
d

e
in

k
o
m

m
e
n

”を
「ベ
ー
シ
ク
・イ
ン
カ
ム
」な
い
し
英
語
の
略
”

Ｂ
Ｉ
”
と
訳
し
、
文
脈
上
適
切
と
思
わ
れ
る
場
合
に
の
み
「
（
無
条
件
）

基
本
所
得
」と
い
う
用
語
を
用
い
る
。 

(3) 

〔 
〕
内
の
挿
入
文
は
訳
者
が
理
解
の
た
め
に
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
同
様
。 

(4) 

社
会
国
家(S

o
zia

lsta
a

t)

と
は
、
人
間
の
基
本
権
や
尊
厳
を
保
障
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す
る
点
に
重
点
を
置
い
た
ド
イ
ツ
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
福
祉
国
家

(W
o
h

lfa
h

rtssta
a

t)

と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
る
。 

(5) 
二
〇
一
四
年
二
月
に
、
右
派
政
党
「
ス
イ
ス
国
民
党

S
V

P

」
の
主
導

で

提

案

さ

れ

た

「
反

移

民

大

量

流

入

g
e
g
e
n

 

M
a

sse
n

e
in

w
a
n

d
e
ru

n
g

」
案
が
国
民
投
票
に
付
さ
れ
、
賛
成

5
0

.3
%

と
い
う
僅
差
で
移
民
者
数
を
制
限
す
る
と
い
う
こ
の
提
案
が

可
決
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｕ
と
の
間
の
人
材
交
流
協
定
が
二
〇
〇
二
年
に

発
効
し
て
以
来
、
ス
イ
ス
に
は
毎
年
八
万
人
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
移
住
し
て

お
り
、
外
国
人
居
住
者
の
割
合
が
人
口
の2

3
%

と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
背
景
に
あ
る
。
他
方
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
高
い
技
能
を
も
つ
労
働
者
の

流
入
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
自
由
貿
易
協
定
が
ス
イ
ス
の
経
済
成
長

を
実
現
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
（
ス
イ
ス
の
失
業
率
は

3
.2

%

に

過
ぎ
な
い
）
、
今
後
政
府
が
投
票
結
果
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

が
懸
案
と
な
っ
て
い
る
。 

(6) 

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
中
央
駅
を
地
下
化
し
て
地
上
部
を
再
開

発
し
、
さ
ら
に
広
域
交
通
網
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
計
画
。
一
九

九
〇
年
代
か
ら
立
案
さ
れ
て
い
た
計
画
は
二
〇
一
〇
年
に
着
工
さ

れ
た
が
、
市
民
の
反
対
運
動
が
起
っ
た
。
現
在
工
事
は
進
行
し
て
お

り
二
〇
二
一
年
の
完
成
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。 

(7) 

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
反
移
民
多
量
流
入
」提
案
に
対
し
て
約

5
5

%

が
反
対
で
あ
っ
た
。 

(8) 

（原
注3

） 

本
書
「根
拠
な
き
所
得
」(S

.1
4

9

以
下)

を
参
照
。 

(9)

（原
注4

） 

本
書
「社
会
か
ら
労
働
は
無
く
な
る
の
か
？
」(S

.1
4

7

以

下)

を
参
照
。 

(10) 

（
原
注

5

） 

こ
の
明
快
な
定
式
化
は
ト
ー
マ
ス
・
レ
ー
ア(T

h
o
m

a
s 

L
o
e
r)

に
よ
る
。
参
照
、Lo

e
r 2

0
0

9
. 

(11) 

（原
注1

4

） 

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ヘ
ッ
フ
ェ
の
サ
イ
ト
を
参
照
。 

(12) 

（原
注

1
5

） 

同
趣
旨
の
こ
と
が
最
近
の
論
文
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

参
照
、H

ö
ffe

 2
0
0

9

。 

(13) 

“sy
ste

m
re

le
v
a

n
t

”と
い
う
ド
イ
ツ
語
は
英
語
の 

“To
o
 B

ig
 T

o
 

F
a

il

”
（
大
き
す
ぎ
て
潰
せ
な
い
）
と
い
う
表
現
に
対
応
し
、
二
〇
〇

八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
こ
ろ
か
ら
ド
イ
ツ
で
も
使
用
さ
れ
た
表

現
。
巨
大
金
融
企
業
は
、
そ
の
倒
産
が
国
家
の
経
済
基
盤
自
体
を

破
壊
す
る
た
め
に
倒
産
さ
せ
ら
れ
ず
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

(14) 

（原
注

1
6

） 

本
書
「補
完
性
と
無
条
件
基
本
所
得
と
は
対
立
し
な

い
」(S

.1
6

1

以
下)

を
参
照
。 

(15) 
（原
注4

8

） 

本
書
「市
民
賃
金
の
不
正
」(S

. 5
3

以
下)

を
参
照
。 

(16) 

ド
イ
ツ
海
賊
党(P

ira
te

n
p

a
rte

i 
D

e
u

tsch
la

n
d

)

は
情
報
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
検
閲
の
強
化
に
反
対
し
て
二
〇
〇
六
年
に
結
党
さ
れ
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た
ド
イ
ツ
の
政
党
。
連
邦
議
会
で
は
議
席
を
得
て
い
な
い
が
、
二
〇

一
一
年
か
ら
州
議
会
レ
ベ
ル
で
は
議
席
を
確
保
し
て
い
る
。
二
〇
一

三
年
の
連
邦
議
会
選
挙
の
た
め
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ

ン
カ
ム
を
掲
げ
て
い
る
。 

(17) 

（原
注

4
9

） 
本
書
の
「ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の
パ
ニ
ッ
ク
」(S

.1
8

6

以
下)

を
参
照
。 

  

参
考
文
献 

（以
下
の
参
考
文
献
リ
ス
ト
は
、
訳
出
し
た
部
分
に
関
連
す
る
文
献
だ
け

に
限
定
し
て
あ
る
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編
集
後
記 

今
回
の
特
集
は
「
国
立
大
学
法
人
化
十
一
年
の
大
学
か
ら
見
え
る

も
の
」で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
立
大
学
教
員
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
大
学

人
に
と
っ
て
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
間
の
大

学
の
変
容
を
、
多
く
の
教
員
は
肌
で
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
変

化
も
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
間
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
大
学

（
も
ち
ろ
ん
大
学
だ
け
で
は
な
い
が
）
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
「
自
由
」
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
の
見
解
や
市
場
の
原
理
に
と
ら
わ
れ
な

い
で
、
自
由
に
議
論
し
た
り
考
え
を
公
表
す
る
場
は
、
決
し
て
放
棄
し

て
は
な
ら
な
い
。 

論
文
は
、
７
本
で
、
ど
れ
も
力
作
で
あ
る
。
本
当
に
多
様
な
視
点
か

ら
、
テ
ー
マ
を
ふ
か
く
掘
り
下
げ
た
論
文
が
な
ら
ん
だ
と
い
う
印
象
を

も
つ
。
そ
し
て
ど
れ
も
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
考
え
て
い
く
う
え
で
必

須
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
「
希
望
」
を

見
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（Y.K

.

） 
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